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龍
馬
さ
ん
は
土
佐
高
の
O
B
で
は
な
い
が

「
土
佐
人
」
と
言
う
共
通
分
母
の
上
に
立
っ
て

い
る
。

　

龍
馬
さ
ん
を
筆
頭
に
、
土
佐
人
で
あ
る
我
々

は
、
良
き
先
輩
に
恵
ま
れ
た
。

　

今
一
度
、
日
本
を
洗
濯
し
た
く
―
―
と
言
っ

た
龍
馬
さ
ん
は
、
そ
の
資
格
に
つ

い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

洗
濯
す
る
と
言
っ
て
も
、
誰
も

彼
も
が
そ
れ
を
成
せ
る
訳
で
は
な

い
。

　

あ
ま
り
有
名
で
は
な
い
が
、
龍

馬
さ
ん
も
親
し
ん
だ
と
言
う
『
土

佐
短
歌
』
な
る
モ
ノ
が
あ
る
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
如

し
。

　

花は
な

盗ぬ
す

っ
人　

逃
げ
な　

散
る
ぞ

　

現
代
で
言
え
ば
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
よ
う
な
、
も
は
や
短
歌
の

括く
く

り
を
超
え
て
「
短
々
歌
」
の
よ

う
。

　

遺
さ
れ
る
龍
馬
さ
ん
の
手
紙
の

気
の
利き

い
た
ま
と
ま
り
と
ユ
ー
モ

ア
も
、
も
し
や
土
佐
短
歌
の
影
響

が
―
―
と
考
え
る
。

　

加
う
る
に
龍
馬
さ
ん
に
は
並
外

れ
た
予
測
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　

か
て
て
加
え
て
の
視
座
の
高
さ
。

　

龍
馬
さ
ん
は
物
事
を
俯
瞰
す
る
視
座
と
、
予
測
点
を
大
き
く
す
る
術
と
、
そ
の

距
離
と
を
縮
め
る
能
力
に
た
け
て
い
た
。

　

老
若
を
問
わ
ず
、
よ
り
良
き
人
生
を
歩
む
為
に
、
予
測
能
力
を
磨
く
と
言
う
事

が
、
龍
馬
さ
ん
が
同
じ
土
佐
人
で
あ
る
我
々
に
遺
し
て

く
れ
た
〝
バ
ト
ン
〟
で
は
な
か
ろ
う
か
。

   

　
漫
画
家

          

黒
鉄
ヒ
ロ
シ（
41
回
生
）

バ
ト
ン
、
受
け
と
り
や
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日本人の名字の
　　　　ルーツをさぐる
　～高知県の名字も例に～

森岡 浩 氏（55回生）
まず、NHKの番組に出演する際の挨拶の時
に、先任および後任の「偉い人（森岡氏
談）」がともに土佐校OBであったエピソー
ドを紹介されました。さすがの土佐校パワ
ー。詳しい内容は演者が執筆した講演要旨
に掲載しておりますが、面白いエピソード
を交えた巧みな話術に聴衆一同引き込まれ
ました。日常生活で当たり前のように使っ
ている名字ですが、そのルーツについて改
めて意識することができ大変有意義な講演
でした。

大黒 隆司（55回生）

日時／令和７年８月16日（土）12:00～

2025 ホーム カミング デー2025 ホーム カミング デー

講 演

雑誌「Number」で出会ったトップアスリートたち
　　　 ～大谷翔平・野茂英雄・イチロー・武豊さんたちの言葉から学んだこと～

文芸春秋「Number」元編集長
現在ノンフィクション出版部部長

宇賀 康之 氏（65回生）
宇賀康之君は、文藝春秋社に勤続30年で、昨年
は「Number」の編集長として活躍していまし
た。その経験から、出会ったトップアスリート
の言葉を披露していただきました。長嶋茂雄・
王貞治・野茂英雄・イチロー・大谷翔平という
名立たるメンバーの含蓄溢れる言葉やあの通訳
のエピソードなど肩に力の入らない語り口で、
約80名の聴講者はみんな満足した様子でした。
（個人的には、もうイチローは朝カレーを食べて
ないという事実がなぜかショックでした。）

島内 朝康（65回生）

筆 山 ホ ー 講ル 会演講 演
世界一が大好きな街・ドバイ
～大富豪が灼熱・砂漠の街に集まるワケとは～

松浦 哲也 氏（75回生）
今回5の会として10年振り、2回目の実行委員を務めさせていた
だきましたが、土佐校の強い絆を改めて実感することができまし
た。75回生である松浦哲也君の講演には多くの皆様に出席して
いただき、ドバイでの生活のメリット・デメリットや子育て奮闘記
などウィットに富んだ内容で、皆様にも楽しんでいただけたと思
います。
懇親会での田村欣久君の「全力土佐校体操」では、会場全体が一
つになりました。卒業し
てからもこうして母校の
為にお手伝いできること
を大変うれしく思うと共
に、今後も永く続いて行
くことを願っています。
ありがとうございました。
　　今井 悠水（75回生）

講 演
日本の酒造りが無形文化遺産に
～高知県民だから知っておきたい日本酒のこと～

高木 一歩 氏（85回生）
高木酒造六代目、高木一歩くんに日本の酒造りについて講演いただ
きました。講演の中では酒飲み大国・高知県民なら知っておきたい
発酵のさせ方、酵母の違いなどを学ぶことができ、今後日本酒を飲
む際には学んだ知識に思いを馳せながら飲むことが出来そうです。
無形文化遺産、特に高知の酒文化を継承していくためには、講演
いただいた日本酒の造
り方を理解し広めていく
ことはもちろんのこと、
たくさん酒を飲む、これ
につきますので皆さん
今後も高知でたくさん
日本酒を飲みましょう！
　　西 信好（85回生）

同じ学舎から羽ばたいた一同が、年に一度、世代を超えて集まることのできる日。そんなイベントを今年
度も母校で行えたこと、皆様方に感謝したい。
あちこちで聞こえてくる懐かしい話、笑い声を聞き、運営に携わることができてよかったと感じた。これ
からも、先輩方や未来の後輩達と共にこの素晴らしいイベントを繋げていきたい。 宇田 悠世（95回生）
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2025ホームカミングデーに集合した「５の会」の皆さん

田村欣久先生（75回生）
よしひさ

来年のホームカミングデー　2026年８月15日（土）開催予定

私が一番楽しみました！2025ホームカミングデー
「５の会」実行委員長　吉澤 文治郎（55回生）

　いやー、楽しかったですね～。
　思い返せば１年前。昨年のホームカミングデー懇親会で、突然、私が実行委員長に指名さ
れてしまいました。事情も状況も何もわからないまま。そして何もできないままに月日が流
れて迎えた、今年３月。同窓会本部の舵取りで、第一回実行委員会が開催されました。
　すごいですね。討議する内容、決めておかなくてはならないことなどは、同窓会本部の方

ですべて準備してくださっておりました。これはすごい。実行委員会でやることは、各回生のご協力を頂きながら、各
項目を詰めていくだけ。これは楽ちんだ。と、楽ちんの上に胡座をかいている訳にも参りませんので、参加者動員や
景品集めなど、自分たちでできることを頑張ることにしました。
　今回、実行委員長として心掛けたテーマは「ゆるーくいこう」。
なんせ、同窓会本部や「５の会」の皆さんの業務遂行力がすご
いので、放っておいても、間違いのないホームカミングデーがで
きてしまう。であるならば、私にできる事は、皆んなが楽しめる
雰囲気づくりかな、などと思ったのでした。
　そして迎えた当日。「５の会」や同窓会本部の皆さんの頑張
りで、無事、「2025ホームカミングデー」を開催することがで
きました。楽しかったですねー。ひょっとしたら実行委員長が一
番楽しんでいたのかも知れないと、ちょっとだけ反省してます。
　実行委員会の皆さんと、ご参加頂いた多くの同窓に、心より、
心より厚く御礼申し上げます。ありがとうございました！ 「５の会」実行委員の皆さん
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土
佐
高
55
回
生
の
森
岡
浩
で
す
。
８
年
前

の
２
０
１
７
年
か
ら
５
年
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
本

人
の
お
な
ま
え
」
に
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

本
日
は
今
ま
で
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
の
な

い
、
「
日
本
人
の
名
字
と
そ
の
ル
ー
ツ
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
日
本
人
の
名
字

　
み
な
さ
ん
自
分
の
名
前
の
由
来
知
っ
て
ま

す
か
？
　
こ
れ
は
多
く
の
方
が
知
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ご
両
親
に
聞
け
ば
教
え
て
く

れ
る
か
ら
で
す
ね
。
で
は
、
名
字
の
由
来
を

知
っ
て
ま
す
か
？
　
こ
れ
は
知
ら
な
い
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
ご
両
親

も
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
学
校
の
先
生
に
聞

い
て
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
先
生
も
知
ら

な
い
ん
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
字
は
あ
り
ま
す
か
？
　
名

前
あ
り
ま
す
か
？
　
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
で

す
か
？
　
も
ち
ろ
ん
、
芸
名
や
筆
名
が
あ
る

と
い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
戸
籍
に

登
録
し
て
い
る
名
字
と
名
前
は
１
つ
ず
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
の
常
識
で
し
ょ
う
、

と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
う
で
も
な
い
ん

で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
は
正
式
に
は
ド
ナ
ル

す
。
そ
し
て
、
名
字
の
数
が
極
め
て
少
な
い

中
国
や
韓
国
と
違
い
、
日
本
に
は
実
に
多
く

の
名
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
名
字
の
制

度
は
日
本
独
特
の
文
化
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
さ
て
、「
姓（
せ
い
）」と「
名
字
」と「
氏

（
し
）」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は

全
く
同
じ
意
味
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸

時
代
以
前
は
「
姓
」
と
「
名
字
」
は
別
の
も

の
で
し
た
。
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
に
名
乗

っ
て
い
た
「
藤
原
」
「
源
」
「
平
」
な
ど
は

「
姓
」
で
す
。
「
姓
」
の
数
は
あ
ま
り
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
藤
原
氏
が

朝
廷
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
河
ド

ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
で
も
わ
か
る
よ
う
に
当

時
の
貴
族
の
大
半
が
「
藤
原
」
さ
ん
で
し

た
。
こ
れ
で
は
区
別
が
つ
か
ず
不
便
で
す
か

ら
、
次
第
に
自
分
の
邸
宅
の
あ
っ
た
場
所
な

ど
か
ら
、
「
姓
」
と
は
別
に
「
名
字
」
を
名

乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、

「
姓
」
と
「
名
字
」
の
両
方
持
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
普
通
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
姓
」
は
天
皇
か
ら
与
え
ら
れ
た
公
的
な

も
の
で
変
更
で
き
な
い
一
方
、
「
名
字
」
は

自
分
で
勝
手
に
名
乗
っ
た
も
の
な
の
で
、
あ

る
程
度
自
由
に
変
更
で
き
ま
し
た
。「
氏

（
し
）」と
い
う
の
は
戸
籍
上
の
法
律
用
語
で

す
。
歴
史
上
の
人
名
の
う
ち
、
藤
原
道
長
や

菅
原
道
真
の
よ
う
に
人
名
間
に
「
の
」
が
入

る
の
が
「
姓
」
で
、
足
利
尊
氏
や
織
田
信
長

の
よ
う
に
「
の
」
が
入
ら
な
い
の
が
「
名

字
」
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
名
字
は
江

戸
時
代
以
前
か
ら
庶
民
も
持
っ
て
い
ま
し

た
。
有
名
な
俳
人
小
林
一
茶
は
「
小
林
」
と

い
う
名
字
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
武
士
で
は

な
く
農
家
で
す
。
明
治
政
府
は
戸
籍
制
度
を

導
入
す
る
に
あ
た
り
、
「
姓
」
で
も
「
名

字
」
で
も
い
い
か
ら
１
つ
だ
け
登
録
し
、
以

後
変
更
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
の
で
す
。

▼
名
字
の
ル
ー
ツ

　
日
本
人
の
名
字
は
大
き
く
８
つ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
①
地
名
由
来
、
②
地

形
風
景
由
来
、
③
方
位
由
来
、
④
職
業
由

来
、
⑤
藤
原
氏
由
来
、
⑥
僧
侶
由
来
、
⑦
拝

領
し
た
も
の
、
⑧
独
特
の
由
来
の
８
つ
で

す
。

１
、
地
名
由
来

　
基
本
は
地
名
由
来
で
す
。
名
字
と
は
家
と

家
を
区
別
す
る
た
め
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
○
○
に
住
む
△
△
さ
ん
」
と
い
え
ば
ど
の

家
の
人
か
分
か
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
○

○
」
の
部
分
が
名
字
に
な
っ
た
の
で
す
。
今

で
も
法
事
な
ど
で
親
戚
が
集
ま
る
と
、
皆
名

字
が
同
じ
で
す
か
ら
「
大
阪
の
お
じ
さ
ん
」

と
か
「
高
松
の
お
ば
さ
ん
」
と
呼
ん
で
区
別

し
ま
す
。
昔
は
め
っ
た
に
引
っ
越
し
ま
せ
ん

か
ら
「
大
阪
」
や
「
高
松
」
が
固
定
し
て
名

字
と
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
し
、
今
の
よ
う

に
親
戚
が
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
戚
が
住
ん
で
い
る

の
は
歩
い
て
行
け
る
範
囲
で
す
。
従
っ
て
、

名
字
と
な
っ
た
地
名
は
、
県
名
や
都
市
名
な

ど
と
い
っ
た
大
き
な
地
名
で
は
な
く
、
大
字

や
小
字
と
い
っ
た
小
さ
な
地
名
が
ル
ー
ツ
と

な
り
ま
す
。
高
知
県
独
特
の
名
字
の
ル
ー
ツ

も
多
く
は
県
内
に
あ
り
ま
す
。

２
、
地
形
由
来

　
続
い
て
多
い
の
が
地
形
由
来
の
名
字
で

ド
・
ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
と
い
い
ま
す
。

「
ド
ナ
ル
ド
」
と
「
ジ
ョ
ン
」
が
名
前
で

「
ト
ラ
ン
プ
」
が
名
字
で
す
。
名
前
２
つ
に

名
字
が
１
つ
で
す
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
奥
さ
ん
は
リ
ュ
ミ
ド
ラ
・
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ヴ
ナ
・
プ
ー
チ
ナ
で
す
。
名
前
が
２

つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
名
字
の
「
プ
ー
チ

ン
」
は
女
性
形
の
「
プ
ー
チ
ナ
」
に
変
化
し

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
名
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
ス

ペ
イ
ン
の
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
選
手
の
正
式
名
は

セ
ベ
・
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
・
ソ
タ
で
す
。
「
セ

ベ
」
が
名
前
、
「
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
」
が
父
親

の
名
字
、
「
ソ
タ
」
が
母
親
の
名
字
で
す
。

名
字
は
両
親
の
名
字
を
並
べ
て
２
つ
あ
る
の

が
ス
ペ
イ
ン
系
の
基
本
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
政
治
家
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
は

「
ア
ウ
ン
」
も
「
サ
ン
」
も
「
ス
ー
」
も

「
チ
ー
」
も
名
前
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は

「
名
字
」
と
い
う
制
度
が
な
い
ん
で
す
。
さ

ら
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
建
国
の
父
と
言
わ

る
英
雄
の
名
前
は
サ
ウ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ

ド
ル
・
ア
ジ
ズ
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ル
・
ラ

ー
マ
ン
・
ア
ル
・
サ
ウ
ド
と
い
い
ま
す
。
も

は
や
私
た
ち
の
考
え
て
る
「
名
字
│
名
前
」

と
い
う
概
念
を
超
越
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
名
字
が
１
つ
で
名
前
が
１
つ
と

い
う
の
は
東
ア
ジ
ア
独
特
の
文
化
な
の
で

す
。
日
本
は
人
口
密
度
が
高
い
の
で
、
同
じ

地
名
に
た
く
さ
ん
の
家
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
家
が
す
べ
て
同
じ
地
名
を
名
乗
る
と
区

別
が
つ
か
ず
、
名
字
を
名
乗
る
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
名
を
名
乗
る
の
は
そ

の
地
の
偉
い
人
や
最
初
に
住
ん
だ
人
な
ど
に

限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
人
達
は
地
名
以
外
を

名
字
に
し
ま
し
た
。
家
の
あ
る
場
所
の
地
形

や
風
景
を
取
り
込
ん
だ
名
字
を
名
乗
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
名
字
は
先
に
言
葉

が
あ
り
、
あ
と
か
ら
縁
起
の
い
い
漢
字
を
あ

て
る
こ
と
も
多
く
、
漢
字
の
意
味
は
あ
ま
り

関
係
が
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

３
、
方
位
由
来

　
地
名
で
も
地
形
で
も
区
別
で
き
な
い
場
合

は
方
位
や
方
角
を
使
っ
て
家
を
表
し
ま
し

た
。
東
西
南
北
が
基
本
で
、
他
に
も「
上
・

下
」「
奥
・
前
」「
横
・
脇
」「
右
・
左
」「
内
・

外
」と
い
っ
た
言
葉
も
使
用
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
方
位
や
方
角
を
表
す
言
葉

に
地
形
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
多
く
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

４
、
職
業
由
来

　
職
業
に
因
む
名
字
も
あ
り
ま
す
。
実
は
英

語
圏
で
は
職
業
由
来
の
名
字
が
最
も
多
く
、

英
語
圏
最
多
の
「
ス
ミ
ス
」
も
鍛
冶
屋
に
由

来
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
人

口
の
９
割
が
農
民
で
す
か
ら
、
職
業
に
由
来

す
る
名
字
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
荘

園
を
管
理
し
た「
し
ょ
う
じ
」（
庄
司
・
東
海

林
な
ど
）
や
、
そ
の
も
と
で
実
際
に
徴
税
し

た「
公
文
」、
機
織
り
を
し
て
い
た「
服
部
」

な
ど
が
有
名
で
す
。「
○
○
屋
」
と
い
う
屋
号

か
ら「
屋
」を
と
っ
た
り
、「
屋
」を「
谷
」に

変
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

５
、
藤
原
氏
由
来

　
「
○
藤
」
と
書
い
て「
〜
と
う
」「
〜
ど
う
」

と
い
う
名
字
も
あ
り
ま
す
。
種
類
は
少
な
い

の
で
す
が
、「
佐
藤
」「
加
藤
」「
伊
藤
」
な
ど

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
は
藤
原
氏
の
末
裔
が
名
乗
っ
た
も
の

が
主
流
で
す
。
平
安
時
代
、
藤
原
氏
は
「
藤

家（
と
う
け
）」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

藤
原
氏
の
子
孫
が
藤
原
氏
の
末
裔
で
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、
自
分
の
家
を
表
す
も
の
と

し
て
、
地
名
や
職
業
と
藤
原
氏
の
「
藤
」
を

つ
な
げ
て
名
乗
っ
た
も
の
で
す
。
た
と
え

ば
、
伊
勢
の
藤
原
氏
は
「
伊
藤
」
、
加
賀
の

藤
原
氏
は
「
加
藤
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
５
つ
に
ほ
と
ん
ど
の
名
字
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。
残
り
は
や
や
マ
イ
ナ
ー

な
由
来
と
な
り
ま
す
。

６
、
僧
侶
由
来

　
６
番
目
は
僧
侶
由
来
の
も
の
で
す
。
江
戸

時
代
以
前
、
僧
侶
は
正
式
に
名
字
を
持
た
な

い
人
達
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
政
府
は
僧

侶
に
も
名
字
を
名
乗
る
こ
と
を
強
制
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
僧
侶
た
ち
は
、
仏
教
用
語
や
経

典
な
ど
か
ら
名
字
を
つ
け
た
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
僧
侶
由
来
の
名
字
は
漢
字
や
読
み
方

の
難
し
い
も
の
が
多
い
で
す
。

７
、
拝
領
し
た
も
の

　
拝
領
し
た
名
字
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
ま
で
は
、
戦
で
功
を
あ
げ
る
と
土

地
を
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
が
統

一
さ
れ
る
と
与
え
る
土
地
は
な
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
名
字
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
殿
さ
ま

と
同
じ
名
字
を
も
ら
う
と
い
う
と
て
も
名
誉

な
も
の
か
ら
、
献
上
し
た
も
の
の
名
前
を
そ

の
ま
ま
名
字
と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う

ち
ょ
っ
と
困
っ
て
し
ま
う
も
の
ま
で
様
々
で

す
。

８
、
独
特
の
由
来

　
最
後
に
独
特
の
由
来
を
持
つ
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な

一
般
的
な
由
来
で
は
な
く
、
言
い
伝
え
に
基

づ
く
も
の
や
、
先
祖
が
い
ろ
い
ろ
考
え
て
つ

く
り
出
し
た
名
字
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

▼
名
字
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
昔
と
違
っ
て
、
今
で
は
い
ろ
ん
な
場
所
に

移
り
住
む
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
よ
う

な
名
字
ば
か
り
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
崎
県
で
は
「
黒
木
」
が
最
多
で
す
し
、
沖

縄
は
全
く
独
特
の
名
字
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
高
知
県
で
は
よ
く
み
か
け
る
「
岡
林
」

「
公
文
」
「
楠
瀬
」
「
中
越
」
「
津
野
」

「
徳
弘
」
「
近
森
」
「
武
市
」
「
仙
頭
」
な

ど
は
独
特
の
も
の
で
、
他
県
で
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。「
武
市
」は
高
知
県
で
は「
た
け
ち
」

で
す
が
、
徳
島
県
で
は
「
た
け
い
ち
」
と
読

み
ま
す
。

　
ま
た
、
か
つ
て
戸
籍
は
た
く
さ
ん
誤
字
が

あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
庶
民
は
ひ
ら
が

な
は
書
け
ま
し
た
が
漢
字
は
書
け
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
戸
籍
に
は
誤
字
や

略
字
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

戸
籍
に
登
録
し
た
担
当
者
も
、
こ
れ
が
２
度

と
訂
正
で
き
ず
ず
っ
と
正
式
な
も
の
と
し
て

残
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
戸
籍
に
は
誤
字
が
あ
ふ
れ
、
ネ

ッ
ト
上
に
は
「
さ
い
と
う
」
の
「
さ
い
」
は

85
種
類
あ
る
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
過
去
の
話
で
す
。
平
成
の

初
め
に
戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
際

に
、
本
人
に
確
認
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た

誤
字
の
多
く
が
正
し
い
漢
字
に
訂
正
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
訂
正
を
拒
否
し
た
人
も
お

り
、
今
で
も
い
く
つ
か
の
誤
字
は
戸
籍
上
に

残
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
は
か
な
り
減

っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
高
知
県
の
名
字
ラ
ン
キ
ン
グ
を

紹
介
し
ま
す
。
ト
ッ
プ
テ
ン
は
「
山
本
」

「
山
崎
」
「
小
松
」
「
浜
田
」
「
高
橋
」

「
井
上
」
「
西
村
」
「
岡
林
」
「
山
中
」

「
坂
本
」
で
す
（
講
演
で
は
50
位
ま
で
紹
介

し
ま
し
た
）。

2
0
2
5
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
筆
山
ホ
ー
ル
講
演
概
要

森
岡 

浩
（
55
回
生
）

日
本
人
の
名
字
の

　
　ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る

森
岡 

浩
〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
業
。
在
学
中
か
ら
独
学
で
名

字
を
研
究
、
文
献
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
名
学
、
民

俗
学
な
ど
を
幅
広
く
取
り
入
れ
な
が
ら
在
野
で
研
究
を

続
け
る
。
２
０
１
７
年
か
ら
５
年
間
N
H
K
総
合
「
日

本
人
の
お
な
ま
え
っ
！
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め

た
他
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
多
数
。
各
地
で
の
講
演

も
行
う
。
著
書
は「
47
都
道
府
県
・
名
字
百
科
」（
丸
善

出
版
）「
全
国
名
字
大
事
典
」（
東
京
堂
出
版
）「
名
字
で

わ
か
る
あ
な
た
の
ル
ー
ツ
」（
小
学
館
）「
名
字
の
ヒ
ミ
ツ
」

（
朝
日
新
聞
出
版
）「
名
字
の
謎
」（
新
潮
O
H
文
庫
）や
、

児
童
書「
名
字
ず
か
ん
」（
ほ
る
ぷ
出
版
）な
ど
、
著
書
71

冊
、
監
修
26
冊
。
近
著
は
７
月
刊
の
「
47
都
道
府
県
・

美
術
家
事
典
」（
丸
善
出
版
）。「
兵
庫
県
の
名
字
」「
群
馬
県

の
名
字
」
な
ど
県
別
の
名
字
の
本
も
刊
行
。

最
近
は
名
字
の
ル
ー
ツ
や
史
跡
を
訪
ね
て
各
地
を
旅
し

て
い
る
。
月
間
２
０
０
㎞
ウ
ォ
ー
ク
実
践
中
。

公
式
サ
イ
ト
↓https://office-m

orioka.com
/
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土
佐
高
55
回
生
の
森
岡
浩
で
す
。
８
年
前

の
２
０
１
７
年
か
ら
５
年
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
本

人
の
お
な
ま
え
」
に
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

本
日
は
今
ま
で
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
の
な

い
、
「
日
本
人
の
名
字
と
そ
の
ル
ー
ツ
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
日
本
人
の
名
字

　
み
な
さ
ん
自
分
の
名
前
の
由
来
知
っ
て
ま

す
か
？
　
こ
れ
は
多
く
の
方
が
知
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ご
両
親
に
聞
け
ば
教
え
て
く

れ
る
か
ら
で
す
ね
。
で
は
、
名
字
の
由
来
を

知
っ
て
ま
す
か
？
　
こ
れ
は
知
ら
な
い
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
ご
両
親

も
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
学
校
の
先
生
に
聞

い
て
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
先
生
も
知
ら

な
い
ん
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
字
は
あ
り
ま
す
か
？
　
名

前
あ
り
ま
す
か
？
　
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
で

す
か
？
　
も
ち
ろ
ん
、
芸
名
や
筆
名
が
あ
る

と
い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
戸
籍
に

登
録
し
て
い
る
名
字
と
名
前
は
１
つ
ず
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
の
常
識
で
し
ょ
う
、

と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
う
で
も
な
い
ん

で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
は
正
式
に
は
ド
ナ
ル

す
。
そ
し
て
、
名
字
の
数
が
極
め
て
少
な
い

中
国
や
韓
国
と
違
い
、
日
本
に
は
実
に
多
く

の
名
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
名
字
の
制

度
は
日
本
独
特
の
文
化
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
さ
て
、「
姓（
せ
い
）」と「
名
字
」と「
氏

（
し
）」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は

全
く
同
じ
意
味
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸

時
代
以
前
は
「
姓
」
と
「
名
字
」
は
別
の
も

の
で
し
た
。
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
に
名
乗

っ
て
い
た
「
藤
原
」
「
源
」
「
平
」
な
ど
は

「
姓
」
で
す
。
「
姓
」
の
数
は
あ
ま
り
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
藤
原
氏
が

朝
廷
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
河
ド

ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
で
も
わ
か
る
よ
う
に
当

時
の
貴
族
の
大
半
が
「
藤
原
」
さ
ん
で
し

た
。
こ
れ
で
は
区
別
が
つ
か
ず
不
便
で
す
か

ら
、
次
第
に
自
分
の
邸
宅
の
あ
っ
た
場
所
な

ど
か
ら
、
「
姓
」
と
は
別
に
「
名
字
」
を
名

乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、

「
姓
」
と
「
名
字
」
の
両
方
持
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
普
通
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
姓
」
は
天
皇
か
ら
与
え
ら
れ
た
公
的
な

も
の
で
変
更
で
き
な
い
一
方
、
「
名
字
」
は

自
分
で
勝
手
に
名
乗
っ
た
も
の
な
の
で
、
あ

る
程
度
自
由
に
変
更
で
き
ま
し
た
。「
氏

（
し
）」と
い
う
の
は
戸
籍
上
の
法
律
用
語
で

す
。
歴
史
上
の
人
名
の
う
ち
、
藤
原
道
長
や

菅
原
道
真
の
よ
う
に
人
名
間
に
「
の
」
が
入

る
の
が
「
姓
」
で
、
足
利
尊
氏
や
織
田
信
長

の
よ
う
に
「
の
」
が
入
ら
な
い
の
が
「
名

字
」
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
名
字
は
江

戸
時
代
以
前
か
ら
庶
民
も
持
っ
て
い
ま
し

た
。
有
名
な
俳
人
小
林
一
茶
は
「
小
林
」
と

い
う
名
字
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
武
士
で
は

な
く
農
家
で
す
。
明
治
政
府
は
戸
籍
制
度
を

導
入
す
る
に
あ
た
り
、
「
姓
」
で
も
「
名

字
」
で
も
い
い
か
ら
１
つ
だ
け
登
録
し
、
以

後
変
更
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
の
で
す
。

▼
名
字
の
ル
ー
ツ

　
日
本
人
の
名
字
は
大
き
く
８
つ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
①
地
名
由
来
、
②
地

形
風
景
由
来
、
③
方
位
由
来
、
④
職
業
由

来
、
⑤
藤
原
氏
由
来
、
⑥
僧
侶
由
来
、
⑦
拝

領
し
た
も
の
、
⑧
独
特
の
由
来
の
８
つ
で

す
。

１
、
地
名
由
来

　
基
本
は
地
名
由
来
で
す
。
名
字
と
は
家
と

家
を
区
別
す
る
た
め
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
○
○
に
住
む
△
△
さ
ん
」
と
い
え
ば
ど
の

家
の
人
か
分
か
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
○

○
」
の
部
分
が
名
字
に
な
っ
た
の
で
す
。
今

で
も
法
事
な
ど
で
親
戚
が
集
ま
る
と
、
皆
名

字
が
同
じ
で
す
か
ら
「
大
阪
の
お
じ
さ
ん
」

と
か
「
高
松
の
お
ば
さ
ん
」
と
呼
ん
で
区
別

し
ま
す
。
昔
は
め
っ
た
に
引
っ
越
し
ま
せ
ん

か
ら
「
大
阪
」
や
「
高
松
」
が
固
定
し
て
名

字
と
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
し
、
今
の
よ
う

に
親
戚
が
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
戚
が
住
ん
で
い
る

の
は
歩
い
て
行
け
る
範
囲
で
す
。
従
っ
て
、

名
字
と
な
っ
た
地
名
は
、
県
名
や
都
市
名
な

ど
と
い
っ
た
大
き
な
地
名
で
は
な
く
、
大
字

や
小
字
と
い
っ
た
小
さ
な
地
名
が
ル
ー
ツ
と

な
り
ま
す
。
高
知
県
独
特
の
名
字
の
ル
ー
ツ

も
多
く
は
県
内
に
あ
り
ま
す
。

２
、
地
形
由
来

　
続
い
て
多
い
の
が
地
形
由
来
の
名
字
で

ド
・
ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
と
い
い
ま
す
。

「
ド
ナ
ル
ド
」
と
「
ジ
ョ
ン
」
が
名
前
で

「
ト
ラ
ン
プ
」
が
名
字
で
す
。
名
前
２
つ
に

名
字
が
１
つ
で
す
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
奥
さ
ん
は
リ
ュ
ミ
ド
ラ
・
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ヴ
ナ
・
プ
ー
チ
ナ
で
す
。
名
前
が
２

つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
名
字
の
「
プ
ー
チ

ン
」
は
女
性
形
の
「
プ
ー
チ
ナ
」
に
変
化
し

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
名
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
ス

ペ
イ
ン
の
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
選
手
の
正
式
名
は

セ
ベ
・
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
・
ソ
タ
で
す
。
「
セ

ベ
」
が
名
前
、
「
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
」
が
父
親

の
名
字
、
「
ソ
タ
」
が
母
親
の
名
字
で
す
。

名
字
は
両
親
の
名
字
を
並
べ
て
２
つ
あ
る
の

が
ス
ペ
イ
ン
系
の
基
本
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
政
治
家
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
は

「
ア
ウ
ン
」
も
「
サ
ン
」
も
「
ス
ー
」
も

「
チ
ー
」
も
名
前
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は

「
名
字
」
と
い
う
制
度
が
な
い
ん
で
す
。
さ

ら
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
建
国
の
父
と
言
わ

る
英
雄
の
名
前
は
サ
ウ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ

ド
ル
・
ア
ジ
ズ
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ル
・
ラ

ー
マ
ン
・
ア
ル
・
サ
ウ
ド
と
い
い
ま
す
。
も

は
や
私
た
ち
の
考
え
て
る
「
名
字
│
名
前
」

と
い
う
概
念
を
超
越
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
名
字
が
１
つ
で
名
前
が
１
つ
と

い
う
の
は
東
ア
ジ
ア
独
特
の
文
化
な
の
で

す
。
日
本
は
人
口
密
度
が
高
い
の
で
、
同
じ

地
名
に
た
く
さ
ん
の
家
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
家
が
す
べ
て
同
じ
地
名
を
名
乗
る
と
区

別
が
つ
か
ず
、
名
字
を
名
乗
る
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
名
を
名
乗
る
の
は
そ

の
地
の
偉
い
人
や
最
初
に
住
ん
だ
人
な
ど
に

限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
人
達
は
地
名
以
外
を

名
字
に
し
ま
し
た
。
家
の
あ
る
場
所
の
地
形

や
風
景
を
取
り
込
ん
だ
名
字
を
名
乗
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
名
字
は
先
に
言
葉

が
あ
り
、
あ
と
か
ら
縁
起
の
い
い
漢
字
を
あ

て
る
こ
と
も
多
く
、
漢
字
の
意
味
は
あ
ま
り

関
係
が
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

３
、
方
位
由
来

　
地
名
で
も
地
形
で
も
区
別
で
き
な
い
場
合

は
方
位
や
方
角
を
使
っ
て
家
を
表
し
ま
し

た
。
東
西
南
北
が
基
本
で
、
他
に
も「
上
・

下
」「
奥
・
前
」「
横
・
脇
」「
右
・
左
」「
内
・

外
」と
い
っ
た
言
葉
も
使
用
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
方
位
や
方
角
を
表
す
言
葉

に
地
形
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
多
く
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

４
、
職
業
由
来

　
職
業
に
因
む
名
字
も
あ
り
ま
す
。
実
は
英

語
圏
で
は
職
業
由
来
の
名
字
が
最
も
多
く
、

英
語
圏
最
多
の
「
ス
ミ
ス
」
も
鍛
冶
屋
に
由

来
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
人

口
の
９
割
が
農
民
で
す
か
ら
、
職
業
に
由
来

す
る
名
字
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
荘

園
を
管
理
し
た「
し
ょ
う
じ
」（
庄
司
・
東
海

林
な
ど
）
や
、
そ
の
も
と
で
実
際
に
徴
税
し

た「
公
文
」、
機
織
り
を
し
て
い
た「
服
部
」

な
ど
が
有
名
で
す
。「
○
○
屋
」
と
い
う
屋
号

か
ら「
屋
」を
と
っ
た
り
、「
屋
」を「
谷
」に

変
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

５
、
藤
原
氏
由
来

　
「
○
藤
」
と
書
い
て「
〜
と
う
」「
〜
ど
う
」

と
い
う
名
字
も
あ
り
ま
す
。
種
類
は
少
な
い

の
で
す
が
、「
佐
藤
」「
加
藤
」「
伊
藤
」
な
ど

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
は
藤
原
氏
の
末
裔
が
名
乗
っ
た
も
の

が
主
流
で
す
。
平
安
時
代
、
藤
原
氏
は
「
藤

家（
と
う
け
）」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

藤
原
氏
の
子
孫
が
藤
原
氏
の
末
裔
で
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、
自
分
の
家
を
表
す
も
の
と

し
て
、
地
名
や
職
業
と
藤
原
氏
の
「
藤
」
を

つ
な
げ
て
名
乗
っ
た
も
の
で
す
。
た
と
え

ば
、
伊
勢
の
藤
原
氏
は
「
伊
藤
」
、
加
賀
の

藤
原
氏
は
「
加
藤
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
５
つ
に
ほ
と
ん
ど
の
名
字
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。
残
り
は
や
や
マ
イ
ナ
ー

な
由
来
と
な
り
ま
す
。

６
、
僧
侶
由
来

　
６
番
目
は
僧
侶
由
来
の
も
の
で
す
。
江
戸

時
代
以
前
、
僧
侶
は
正
式
に
名
字
を
持
た
な

い
人
達
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
政
府
は
僧

侶
に
も
名
字
を
名
乗
る
こ
と
を
強
制
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
僧
侶
た
ち
は
、
仏
教
用
語
や
経

典
な
ど
か
ら
名
字
を
つ
け
た
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
僧
侶
由
来
の
名
字
は
漢
字
や
読
み
方

の
難
し
い
も
の
が
多
い
で
す
。

７
、
拝
領
し
た
も
の

　
拝
領
し
た
名
字
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
ま
で
は
、
戦
で
功
を
あ
げ
る
と
土

地
を
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
が
統

一
さ
れ
る
と
与
え
る
土
地
は
な
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
名
字
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
殿
さ
ま

と
同
じ
名
字
を
も
ら
う
と
い
う
と
て
も
名
誉

な
も
の
か
ら
、
献
上
し
た
も
の
の
名
前
を
そ

の
ま
ま
名
字
と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う

ち
ょ
っ
と
困
っ
て
し
ま
う
も
の
ま
で
様
々
で

す
。

８
、
独
特
の
由
来

　
最
後
に
独
特
の
由
来
を
持
つ
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な

一
般
的
な
由
来
で
は
な
く
、
言
い
伝
え
に
基

づ
く
も
の
や
、
先
祖
が
い
ろ
い
ろ
考
え
て
つ

く
り
出
し
た
名
字
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

▼
名
字
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
昔
と
違
っ
て
、
今
で
は
い
ろ
ん
な
場
所
に

移
り
住
む
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
よ
う

な
名
字
ば
か
り
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
崎
県
で
は
「
黒
木
」
が
最
多
で
す
し
、
沖

縄
は
全
く
独
特
の
名
字
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
高
知
県
で
は
よ
く
み
か
け
る
「
岡
林
」

「
公
文
」
「
楠
瀬
」
「
中
越
」
「
津
野
」

「
徳
弘
」
「
近
森
」
「
武
市
」
「
仙
頭
」
な

ど
は
独
特
の
も
の
で
、
他
県
で
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。「
武
市
」は
高
知
県
で
は「
た
け
ち
」

で
す
が
、
徳
島
県
で
は
「
た
け
い
ち
」
と
読

み
ま
す
。

　
ま
た
、
か
つ
て
戸
籍
は
た
く
さ
ん
誤
字
が

あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
庶
民
は
ひ
ら
が

な
は
書
け
ま
し
た
が
漢
字
は
書
け
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
戸
籍
に
は
誤
字
や

略
字
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

戸
籍
に
登
録
し
た
担
当
者
も
、
こ
れ
が
２
度

と
訂
正
で
き
ず
ず
っ
と
正
式
な
も
の
と
し
て

残
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
戸
籍
に
は
誤
字
が
あ
ふ
れ
、
ネ

ッ
ト
上
に
は
「
さ
い
と
う
」
の
「
さ
い
」
は

85
種
類
あ
る
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
過
去
の
話
で
す
。
平
成
の

初
め
に
戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
際

に
、
本
人
に
確
認
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た

誤
字
の
多
く
が
正
し
い
漢
字
に
訂
正
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
訂
正
を
拒
否
し
た
人
も
お

り
、
今
で
も
い
く
つ
か
の
誤
字
は
戸
籍
上
に

残
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
は
か
な
り
減

っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
高
知
県
の
名
字
ラ
ン
キ
ン
グ
を

紹
介
し
ま
す
。
ト
ッ
プ
テ
ン
は
「
山
本
」

「
山
崎
」
「
小
松
」
「
浜
田
」
「
高
橋
」

「
井
上
」
「
西
村
」
「
岡
林
」
「
山
中
」

「
坂
本
」
で
す
（
講
演
で
は
50
位
ま
で
紹
介

し
ま
し
た
）。

2
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本
人
の
名
字
の

　
　ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る

森
岡 

浩
〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
業
。
在
学
中
か
ら
独
学
で
名

字
を
研
究
、
文
献
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
名
学
、
民

俗
学
な
ど
を
幅
広
く
取
り
入
れ
な
が
ら
在
野
で
研
究
を

続
け
る
。
２
０
１
７
年
か
ら
５
年
間
N
H
K
総
合
「
日

本
人
の
お
な
ま
え
っ
！
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め

た
他
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
多
数
。
各
地
で
の
講
演

も
行
う
。
著
書
は「
47
都
道
府
県
・
名
字
百
科
」（
丸
善

出
版
）「
全
国
名
字
大
事
典
」（
東
京
堂
出
版
）「
名
字
で

わ
か
る
あ
な
た
の
ル
ー
ツ
」（
小
学
館
）「
名
字
の
ヒ
ミ
ツ
」

（
朝
日
新
聞
出
版
）「
名
字
の
謎
」（
新
潮
O
H
文
庫
）や
、

児
童
書「
名
字
ず
か
ん
」（
ほ
る
ぷ
出
版
）な
ど
、
著
書
71

冊
、
監
修
26
冊
。
近
著
は
７
月
刊
の
「
47
都
道
府
県
・

美
術
家
事
典
」（
丸
善
出
版
）。「
兵
庫
県
の
名
字
」「
群
馬
県

の
名
字
」
な
ど
県
別
の
名
字
の
本
も
刊
行
。

最
近
は
名
字
の
ル
ー
ツ
や
史
跡
を
訪
ね
て
各
地
を
旅
し

て
い
る
。
月
間
２
０
０
㎞
ウ
ォ
ー
ク
実
践
中
。

公
式
サ
イ
ト
↓https://office-m

orioka.com
/

〈7〉



会
　
長

西
山 

彰
一（
48
回
生
）

本
部
活
動
報
告

会
　
　
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

会
　
　
計

会
計
監
査

会
計
監
査

西
山
　
彰
一（
48
回
生
）〈
再
〉

北
村
恵
美
子（
47
回
生
）〈
再
〉

森
下
　
勝
彦（
47
回
生
）〈
再
〉

市
川
　
直
介（
53
回
生
）〈
再
〉

斉
藤
　
嘉
一（
55
回
生
）〈
再
〉

高
木
　
直
之（
57
回
生
）〈
再
〉

矢
野
　
公
士（
62
回
生
）〈
再
〉

田
所
　
智
子（
49
回
生
）〈
再
〉

正
木
　
宏
明（
52
回
生
）〈
再
〉

宮
地
　
貴
嗣（
61
回
生
）〈
再
〉

勝
田
　
英
里（
69
回
生
）〈
新
〉

橋
本
　
　
誠（
70
回
生
）〈
再
〉

千
頭
　
　
裕（
58
回
生
）〈
再
〉

田
中
　
章
夫（
40
回
生
）〈
再
〉

今
村
　
洋
昭（
46
回
生
）〈
再
〉

　
日
頃
よ
り
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
同
窓
会
の
活
動
が
実
り
多

く
広
が
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
部
で
は
毎
月
一

回
、
役
員
会
を
開
催
し
、
同
窓
会
名
簿
に

反
映
さ
れ
る
同
窓
生
の
近
況
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
や
各
支
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要

請
事
項
へ
の
対
応
、
同
窓
会
総
会
・
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
準
備
な
ど
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

★
役
員
改
選

　
２
０
２
５
年
８
月
16
日
の
同
窓
会
総
会

に
お
い
て
同
窓
会
役
員
が
改
正
さ
れ
、本

年
よ
り
勝
田
英
里（
69
回
生
）さ
ん
を
新
た

に
加
え
た
体
制
で
、こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
の

親
睦
と
交
流
を
通
じ
て
母
校
の
発
展
の
お

役
に
立
ち
た
く
存
じ
ま
す
。総
会
の
前
に

は
恒
例
の「
本
部
支
部
連
絡
協
議
会
」を

行
い
、近
況
報
告
や
情
報
交
換
を
い
た
し

ま
し
た
。各
支
部
か
ら
参
加
さ
れ
た
役
員

の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

★
２
０
２
５
年
版

　
創
立
１
０
５
周
年
記
念
　
会
員
名
簿
発
行

　
さ
て
、
今
年
は
５
年
ぶ
り
の
名
簿
の
発

行
に
あ
た
り
、
副
会
長
の
森
下
勝
彦
（
47

回
生
）
さ
ん
に
名
簿
作
成
委
員
長
を
お
務

め
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
多
く
の
皆
様

か
ら
の
名
簿
発
行
へ
の
ご
理
解
と
広
告
協

賛
を
始
め
ご
協
力
を
得
て
、
12
月
中
旬
頃

ま
で
に
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る

運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
よ
り
精
度
の
高
い
名
簿
を
目
指
し
た
結

果
、
予
定
よ
り
発
送
が
遅
く
な
り
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

2025年度「同窓会運営協力金」のお願い2025年度「同窓会運営協力金」のお願い

○協 力 金　会員１人　１年間　3，０００円
○対　　象　高知県に在住の会員と７支部に属さない会員
○集金方法　郵便振替・コンビニ振込・PayPay
　　　　　 銀行振込　土佐中高等学校同窓会
　　　　　　

○会報誌「向陽」に振込用紙同封
　何卒、同窓会運営にご理解・ご協力をお願い致します。 
       土佐中・高等学校同窓会　 会長  西山 彰一（48回生） 

四国銀行潮江支店（普）114-5126968
高知銀行南支店（普）004-3031800

〈
２
０
２
５-

２
０
２
６
年
度
常
任
役
員
〉

改
選
：
２
０
２
５
年
８
月
16
日
総
会

任
期
：
２
０
２
７
年
８
月
総
会
ま
で

★

（
★
＝
新
任
）

　
名
簿
作
成
に
あ
た
り
、
表
紙
絵
を
描
き

下
し
て
く
だ
さ
っ
た
黒
鉄
ヒ
ロ
シ
（
41
回

生
）
氏
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
名
簿
を
ご
希
望
さ
れ
た
方
々
で
名
簿

協
力
金
８
千
円
の
納
付
が
ま
だ
の
方
は
納

付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
多
少
の
余

裕
を
も
っ
て
製
本
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
か
ら
名
簿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
連
絡
先
は
巻

末
）
こ
れ
か
ら
も
、
母
校
創
立
１
０
５
年

の
新
た
な
年
輪
が

う
ま
れ
る
同
窓
会

活
動
を
目
指
し
歩

ん
で
参
り
ま
す
。

★
２
０
２
６
年
の
同
窓
会
総
会
・

　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
８
月
15
日
開
催
の
予
定
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
同
窓
生
の
高
知
へ
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会員情報の

変更はこちらから→

勝田 英里
（69回生）

新
任
の
役
員

小
笠
原
精
三

浜
田
憲
三
郎

能
津
　
長
和

安
孫
子
雅
行

竹
本
　
　
隆

野
村
　
定
生

山
﨑
　
和
孝

石
田
正
一
郎

垣
内
　
　
仁

川
島
　
裕
造

弘
内
　
俊
夫

山
崎
　
一
郎

室
　
　
禮
子

苅
谷
　
泰
弘

青
嶋
　
武
子

福
島
　
清
三

森
澤
　
　
弘

田
所
　
　
健

川
島
　
克
敏

石
津
　
純
一

広
田
伊
佐
子

岡
村
　
　
明

浜
口
　
博
司

小
野
寺
ス
ミ

大
岸
　
晴
子

松
岡
万
李
子

塩
瀬
　
一
郎

武
内
　
成
和

和
田
　
　
彪

入
野
　
　
尚

小
栗
　
敦
子

佐
野
満
里
子

中
司
　
洋
一

片
岡
　
　
徹

土
居
久
美
子

酒
井
　
紀
興

恒
石
　
定
男

唐
岩
　
　
覺

依
光
　
征
史

網
野
　
　
学

森
田
　
孝
司

上
杉
　
隆
美

請
川
　
　
宏

町
田
　
久
仁

池
澤
　
秀
信

石
丸
貴
久
子

小
林
　
桂
一

公
文
　
博
孝

谷
岡
　
俊
生

鍋
島
　
誠
朗

髙
橋
　
睦
夫

玉
木
　
　
昭

山
口
　
晶
彦

松
浦
宏
二
郎

森
岡
雄
二
郎

北
村
　
嘉
晤

田
村
　
賢
爾

今
西
　
廣
子

野
島
　
武
彦

会
　
員

令
7・1・29

令
6・11・20

令
7・3・16

令
7・4・17

令
6・11・12

令
6・8・4

令
6・11・11

令
6・9・4

令
7・1・6

令
7・3・26

令
6・9・26

令
6・8・10

令
7・5・12

令
7・3・27

令
6・8・15

令
7・1・5

令
7・2・10

令
7・2・19

令
6・9・28

令
7・1・22

令
6・11・3

令
7・4・14

令
7・5・1

令
6・8・27

令
7・1・30

令
6・8・23

令
7・3・10

令
6・8・19

令
7・5・26

令
7・1・7

令
7・1・27

令
6・8・15

令
7・1・11

令
7・2・15

令
6・12・26

令
6・9・2

令
7・5・1

令
7・7・13

令
6・8・27

令
7・7・30

令
7・1・25

令
6・12・18

令
6・8・14

令
6・8・24

令
7・2・23

令
7・4・29

令
6・10・9

令
6・12・26

令
7・7・29

令
6・11・20

令
6・9

令
7・2・21

令
7・3・12

令
6・9

令
7・6・19

令
7・3・16

令
6・8・29

令
6・11・27

令
6・11・13

KKLMNHHOKOOKKKSSHHHOKKTHKSSSSHHHOOSSOSTHOOOKKHHHK

黒
川
　
雄
爾

森
　
　
清
雄

岡
村
　
章
弘

賀
戸
　
　
強

矢
野
　
武
雄

永
野
　
修
一

森
澤
　
隆
男

高
田
谷
　
洋

秋
沢
　
稔
浩

大
岩
　
稔
幸

田
村
　
公
平

島
井
　
清
英

山
崎
　
　
伸

志
磨
村
正
朗

伊
野
部
勝
輔

𠮷
本
　
　
豊

冨
田
　
　
明

南
條
　
　
彰

間
島
　
厚
雄

田
中
　
康
夫

近
森
　
憲
助

中
川
　
典
昭

沖
　
　
卓
史

小
林
　
一
彦

藪
内
　
末
廣

舩
越
　
睦
子

西
本
　
泰
司

植
田
　
厳
朗

溝
渕
　
裕
盛

友
村
　
達
彦

川
上
　
恵
司

久
保
　
寛
雄

黒
岩
　
伸
光

山
﨑
　
浩
司

橋
本
　
浩
介

三
並
　
里
江

今
久
保
祐
司

木
下
　
健
二

高
橋
　
重
敏

垣
内
　
節
子

長
江
　
貴
世

田
中
　
重
宣

惣
門
　
武
彦

山
下
　
功
智

門
田
　
　
章

大
川
　
　
登

大
井
　
武
男

三
谷
　
忠
男

松
田
　
道
子

岡
林
　
忠
男

公
文
　
ゆ
み

恒
石
　
　
真

奥
宮
　
清
人

正
木
　
哲
夫

西
田
　
元
彦

西
願
寺
哲
夫

市
原
　
辰
久

松
本
　
牧
夫

令
7・2・8

令
6・12・15

令
6・11・1

令
7・3・5

令
7・5・31

令
7・1・22

令
6・12・9

令
7・3・10

令
6・11・25

令
6・8・27

令
7・5・13

令
6・8・14

令
7・3・12

令
6・8・8

令
7・3・4

令
7・5・26

令
7・1

令
7・7

令
6・12・5

令
6・11・25

令
6・8・5

令
7・1・3

令
6・8・22

令
7・3・14

令
6・12・24

令
7・1・4

令
6・12・29

令
7・7・30

令
6・9・13

令
7・7・14

令
7・3・25

令
6・12・21

令
6・8・23

令
6・8・14

令
7・2・5

令
7・3・15

令
6・9・29

令
7・1・3

令
7・2・6

令
7・1・18

令
7・7・15

令
7・1・7

令
6・12・21

令
6・11・5

令
7・6・13

令
7・6・20

令
6・12・25

令
7・6・1

令
7・7・9

令
7・7・8

令
6・12・18

令
6・8・30

令
7・6・19

恩
　
師

令
7・7・1

令
7・1・29

令
7・2・10

令
7・1・1

令
7・3・4

HHKKKHHOSSTHHKKSTTKTKKOSSTKSONSNHHKSHNNHHOSTHSNONTT

■
2
0
2
４
年
度
物
故
者
名
簿

（
2
0
2
４・8・1
〜
2
0
2
５・7・31
）（
敬
称
略
）

在
り
し
日
を
偲
び
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

2224242626262627272728282828282929292930303030303030313131313131323232323232323333333333333334343535353535353536363636

3737373737383838383840404040414142424244444445454546464648495151596263636526262828323436363839394750515254
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▲酵母菌をタンクに投入する

▲台湾展示会

愛猫と私 ▼

●
自
己
紹
介

　
50
回
卒
業
の
有
光
尚
で
す
。高
知
県
安
芸

市
赤
野
で
、清
酒「
安
芸
虎
」の
製
造
・
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。家
業
と
し
て
林
業
も
営
ん

で
お
り
、高
校
在
学
当
時
、景
気
の
良
か
っ
た

林
学
の
道
に
進
み
ま
し
た
。大
学
卒
業
後
は

林
業
を
生
業
に
し
、酒
造
り
は
趣
味
と
し
て

楽
し
む
予
定
で
し
た
が
、オ
レ
ン
ジ
と
木
材
の

関
税
自
由
化
に
よ
り
林
業
界
は
一
変
。趣
味

中
心
の
生
活
は
叶
わ
ず
、本
格
的
に
酒
造
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。結
果
と
し

て
、ダ
メ
人
間
に
成
ら
ず
に
真
面
目
に
酒
造
り

に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
日
本
の「
伝
統
的
酒
造
り
」が

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
機
会
に
、酒
造
り
に
携
わ
る
者
と
し

て
の
私
見
を
綴
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
口
噛
み
酒
に
つ
い
て

　
酒
造
り
の
起
源
は
、稲
作
の
伝
来
と
同
時

期
と
も
言
わ
れ
、最
も
古
い
形
は「
口
噛
み
酒
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。巫
女
様
が
御
飯
を
よ
く
噛

ん
で
容
器
に
貯
め
た
物
が
そ
れ
で
す
。ヒ
ト
の

唾
液
で
米
の
デ
ン
プ
ン
が
糖
化
さ
れ
、運
良
く

適
し
た
酵
母
菌
が
存
在
す
れ
ば
酒
に
成
る
、と

い
う
段
取
り
で
す
。ア
ニ
メ
映
画『
君
の
名

は
。』で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。ア
ニ
メ「
も
や

し
も
ん
」で
も
、と
て
も
怪
し
い
口
噛
み
酒
を

テ
ー
マ
に
し
た
回
が
あ
り
ま
す
。何
か
惹
か
れ

る
も
の
が
有
り
ま
す
ね
。

●
麹
菌
と
酵
母
菌
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
酒
造
り
の
歴
史

　
と
こ
ろ
で
、ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
の
は

「
麹
菌
を
用
い
た
酒
造
り
技
術
」で
あ
り
、「
口

噛
み
酒
」は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。麹
菌
を
使
っ

た
酒
造
り
が
全
国
に
広
ま
っ
た
の
は
室
町
時

代（
１
３
０
０
年
代
）と
さ
れ
、江
戸
時
代
中
期

に
は
酒
造
技
術
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
麹
菌
は
、見
た
目
は
青
カ
ビ
に
似
て
お
り
、

蒸
し
米
の
で
ん
ぷ
ん
を
糖
に
変
え
る
酵
素
を

持
ち
ま
す
。日
本
で
は
古
く
か
ら
そ
の
甘
味
づ

く
り
の
作
用
に
注
目
し
、麹
菌
を
育
て
利
用
し

て
き
ま
し
た
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
の
主
役
、酵
母
菌
も
酒
造

り
に
不
可
欠
で
す
が
、こ
ち
ら
は
目
に
見
え
ま

せ
ん
。
一
般
的
に
酵
母
菌
は
液
体
中
で
繁
殖

し
飛
沫
と
共
に
空
気
中
に
も
漂
い
な
が
ら
何

処
に
で
も
い
ま
す
。ま
た
多
く
の
品
種
が
存
在

し
ま
す
が
、酒
造
り
に
適
し
た
品
種
は
そ
の

中
の
極
一
部
だ
け
で
す
。江
戸
時
代
、そ
の
存

在
を
た
だ
予
感
し
つ
つ
、神
に
祈
り
な
が
ら
酒

造
技
術
を
開
発
し
て
き
た
先
人
た
ち
に
畏
敬

の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
弊
社
創
業
か
ら
今
日
ま
で

　
明
治
に
な
り
顕
微
鏡
が
普
及
し
て
初
め
て

酵
母
菌
を
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
し
て
１
９
０
４
年
に
創
設
さ
れ
た
国

立
醸
造
試
験
所
が
酒
造
技
術
の
研
究
と
酵
母

菌
優
良
品
種
の
配
布
を
始
め
た
こ
と
で
、科
学

的
な
酒
造
り
が
全
国
に
広
ま
り
、酒
造
技
術

は
大
き
く
進
化
し
ま
し
た
。有
光
酒
造
は

１
９
０
３
年
創
業
な
の
で
、「
神
頼
み
か
ら
人
の

手
へ
」技
術
革
新
の
真
っ
只
中
を
歩
ん
で
き
た

事
に
な
り
ま
す
。

　
１
９
８
０
年
代
に
は
吟
醸
酒
ブ
ー
ム
と
と
も

に
冷
蔵
設
備
の
普
及
が
進
み
、高
知
の
よ
う
な

温
暖
な
地
域
で
も
安
定
し
た
酒
造
り
が
可
能

に
、そ
れ
と
と
も
に
造
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
全
く
別

物
に
。そ
の
頃
私
は
大
学
を
卒
業
し
、実
家
の

酒
造
り
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
県
内
の
酒
蔵
間

で
は
技
術
的
知
見
と
デ
ー
タ
を
共
有
し
合
う

よ
う
に
な
り
、弊
社
も
全
て
公
開
し
て
い
ま

す
。結
果
的
に
得
る
も
の
の
方
が
大
き
く
、ま

た「
土
佐
酒
」全
体
の
品
質
が
向
上
し
、全
国

業
界
内
で
も「
土
佐
酒
」が
一
定
の
評
価
を
得

る
ま
で
に
至
って
い
ま
す
。

●
弊
社
に
と
っ
て「
伝
統
」と
は

　
酒
造
り
は
、常
に
変
化
と
改
善
を
繰
り
返

す
営
み
で
あ
り
、我
々
現
場
の
者
に
と
っ
て
は
、

伝
統
を
振
り
返
る
余
裕
す
ら
な
い
ほ
ど
年
々

変
化
し
て
い
ま
す
。対
外
的
に
は「
昔
な
が
ら

の
変
わ
ら
ぬ
酒
造
り
」と
P
R
し
な
が
らO

N
 

T
H
E ED

GE 

な
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。そ

う
そ
う
、数
年
前
か
ら
は「
麹
菌
の
胞
子
は
麹

室
内
で
振
り
掛
け
て
は
い
け
な
い
」と
いっ
た
新

た
な
説
も
取
り
入
れ
ら
れ
、昔
か
ら
の
伝
統
的

常
識
も
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
願
い

　
情
報
の
共
有
が
進
み
、小
規
模
酒
蔵
に
企

業
秘
密
な
ど
無
く
な
っ
た
今
、重
要
な
の
は

「
蔵
ご
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」や「
願

い
・
目
標
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。弊
社
の

願
い
は「
最
高
の
食
中
酒
を
造
る
こ
と
」。料

理
の
引
き
立
て
役
と
し
て
、地
味
な
が
ら
も
輝

く
存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、も
う

ひ
と
つ
の
目
標
は「
世
界
征
服
」│
こ
れ
は
も

ち
ろ
ん
、「
安
芸
虎
」を
世
界
中
に
届
け
る
と
い

う
意
味
で
す
。（
某
ラ
ジ
オ
番
組
で
こ
の
言
葉

を
使
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、止
め
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が…

笑
）

　
か
つ
て
、弊
社
の
杜
氏
は「
女
性
が
蔵
に
入

る
と
酒
蔵
の
神
様
が
嫌
が
る
」と
言
っ
て
い
ま

し
た
。酒
造
の
神
様
が
女
性
で
あ
る
た
め
に
、

女
性
に
嫉
妬
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。し
か
し
、

時
代
は
変
わ
り
ま
し
た
。今
や
弊
社
の
次
期

社
長
は
私
の
娘
で
す
。酒
の
女
神
様
に
は
、そ

ろ
そ
ろ
寛
大
な
お
心
で
、次
の
世
代
を
温
か
く

見
守
って
い
た
だ
き
た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

　
母
校
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、伝
統

と
革
新
の
間
で
揺
れ
動
く
現
場
の
一
端
を
、

少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

有
光 

尚
（
50
回
生
）

日
本
の「
伝
統
的
酒
造
り
」が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

  
「
伝
統
的
酒
造
り
」に
寄
せ
て 
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▲海外研修 ガーナ生来校 書道体験▲運動会のやぐら全景

　
松
村
誠
・
前
教
頭
先
生
、
長
い

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
土
佐
校
広
報
部
の
体
制
を
盤
石

の
も
の
と
さ
れ
た
功
績
は
、
大
変

大
き
い
で
す
。

　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
澁
谷
勉
新
教
頭
先
生
、
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松村 誠
前教頭（53回生）

澁谷 勉
新教頭（58回生）

退　任新　任

退任・新任について

「
１
０
０
回
生
を
送
り
出
し
て
」

　
同
窓
会
の
皆
様
、
平
素
よ
り
学
校
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

は
学
校
を
綺
麗
に
使
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
宴
も
大
盛
況
で

あ
っ
た
こ
と
た
いへ
ん
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　
１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
３
月
24
日
に
１

回
生
が
修
了
し
、
今
年
１
月
31
日
に
１
０
０

回
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。
戦
争
中
に
本
校
で

は
な
く
勤
労
動
員
先
の
神
戸
に
て
卒
業
式
を

迎
え
た
22
回
生
の
濵
田
義
文
氏
が
１
０
０
回

生
の
卒
業
式
に
参
列
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
感

激
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
１
０
０
回
生
た
ち

は
、
部
活
、
行
事
そ
し
て
進
路
に
つ
い
て
も
奮

闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
将
来
様
々
な
分
野
で

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
９
月
末
時
点
で
の
学
事
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
基
本
情
報
】

　
生
徒
数
（
９
月
１
日
現
在
）
は
中
学
７
６

５
名
、
高
校
８
８
１
名
の
合
計
１
６
４
６
名
、

１
ク
ラ
ス
は
約
50
人
で
中
学
５
、
高
校
６
ク
ラ

ス
、
男
女
比
は
高
校
が
約
３
：
２
、
中
学
が

約
５
：
４
で
す
。

【
I
C
T
・
情
報
】

　
１
０
０
回
生
か
ら
共
通
テ
ス
ト
で
新
教
科

「
情
報
」
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
小
テ
ス
ト
や

補
習
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業

や
生
徒
会
活
動
な
ど
で
の
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
の
活
用

も
活
発
で
す
。

【
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
】

　
中
学
５
月
24
、
25
日
、
高
校
７
月
15
、
16

日
に
学
グ
ラ
、
新
グ
ラ
、
県
民
体
育
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
、
バ
レ
ー
、
ド
ッ
ジ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
の
５
種
目
が
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
高
校
部
活
動
】

　
中
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
６
競
技
（
テ
ニ
ス
男

女
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
、
ハン
ド
ボ
ー
ル
女
、
自

転
車
、
水
泳
、
陸
上
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

中
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス
に
て
高
３

黒
石
遼
空
君
が
ベ
ス
ト
８
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
国
ス
ポ
で
は
水
泳
２
０
０
m
個
人

メ
ド
レ
ー
に
て
高
１
三
善
大
煌
君
が
４
位
に
、

自
転
車
ス
プ
リ
ン
ト
に
て
高
２
辻
井
琥
太
朗
君

が
６
位
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　
文
化
部
は
総
文
祭
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
全
国
大
会
に
10
競
技
（
棋
道
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、合
唱
、吹
奏
楽
、美
術
、写
真
、か
る
た
、

放
送
、
華
道
、
俳
句
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

【
中
学
部
活
動
】
は
四
国
大
会
に
７
競
技
が
、

全
国
大
会
に
は
５
競
技
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔
道
、
空
手
、
弓
道
）
が
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
中
で
も
弓
道
個
人
に

て
中
３
小
野
優
君
が
全
国
６
位
入
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
文
化
部
は
高
校
と
合
同
で
の
活
動

が
活
発
で
し
た
。

【
国
際
交
流
】は
、８
月

19
日
〜
24
日
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
研
修
に
19
名
、８

月
16
日
〜
26
日
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
に
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、８
月
27
日
〜
９

月
３
日
ガ
ー
ナ
の
高
校
生
た
ち
が
高
知
に
滞
在

し
、本
校
で
書
道
、茶
道
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
部
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
国
際

交
流
に
お
き
ま
し
て
、同
窓
生

有
志
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
運
動
会
】

　
９
月
23
日（
火
）、最
高
気

温
26
℃
と
天
候
に
恵
ま
れ
、

N
H
K
朝
ド
ラ「
あ
ん
ぱ
ん
」

に
ち
な
ん
で
や
ぐ
ら
も
ア
ン

パ
ン
マ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
統

一
さ
れ
ま
し
た
。紫
組
の
２

年
ぶ
り
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

【
新
グ
ラ
施
設
工
事
】

　
老
朽
化
が
著
し
い
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

と
弓
道
場
の
建
て
替
え
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
年
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

【
今
後
の
課
題
】

　
蛍
光
灯
の
製
造
が
２
０
２
７
年
末
で
全
面

禁
止
に
な
る
こ
と
を
受
け
、
校
舎
照
明
の

L
E
D
化
が
必
須
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
更
新
が
必
要
な
設
備
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
物
価
高
騰
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
増

加
に
も
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新

世
紀
募
金
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
健
全
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　

　

 

学
校
近
況
報
告

学
校
長

濵
田 

一
志
（
58
回
生
）
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山
田 

興
太
郎

進
路
指
導
部
長

2
0
2
5
年
度
大
学
入
試
総
括 

進学計過現私立大学

進学計過現私立大学

進学計過現公立大学

進学計過現公立大学 進学計過現私立大学

◆
は
じ
め
に
◆

　

　振
り
返
れ
ば
一
〇
〇
回
生
が
高
校
に
入
学

し
た
二
〇
二
二
年
四
月
は
、
「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」
や
「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」
の
養
成
を
掲
げ
た
「
新
学
習
指

導
要
領
」
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
二
〇
二
五

年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、

こ
の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
学
習

を
終
え
た
高
校
三
年
生
が
臨
む
初
め

て
の
試
験
。
新
教
科
「
情
報
」
の
設

置
や
数
学
②
と
国
語
の
試
験
時
間
変

更
、
随
所
に
見
ら
れ
る
出
題
形
式
の

変
化
等
、
対
策
が
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
中
、
一
〇
〇
回
生
と
指
導
に
あ

た
る
先
生
方
と
が
一
体
と
な
っ
て
ひ

た
む
き
に
試
験
と
対
峙
す
る
姿
勢
が

印
象
的
で
し
た
。

◆
二
〇
二
五
年
度
入
試
結
果
◆

　迎
え
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
。
科
目
間
で
の
難
易
度

の
差
こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
、
一
〇
〇
回
生
は
総
じ
て
高
い

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
を
受
け

た
国
公
立
大
学
二
次
試
験
で
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

記
述
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
合
格
を
勝
ち
取
り
、
一
〇
〇

回
生
の
国
公
立
大
学
合
格
は
一
六
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

　現
役
生
・
過
年
度
生
含
め
た
主
要
大
学
・
医
学
部
医
学

科
の
合
格
数
は
以
下
の
通
り
。

　◇
難
関
十
大
学
＝
五
五
名

　（
う
ち
現
役
・
一
〇
〇
回
生
＝
四
三
名
）

　
　
　
　東
京
大
・
京
都
大
・
北
海
道
大
・
東
北
大
・

　
　
　
　名
古
屋
大
・
大
阪
大
・
九
州
大
・
一
橋
大
・

　
　
　
　東
京
科
学
大（
理
工
系
）・
神
戸
大

　◇
国
公
立
医
学
部
医
学
科
＝
二
五
名

　（
う
ち
現
役
・
一
〇
〇
回
生
＝
一
六
名
）

　過
年
度
生
を
合
わ
せ
た
京
都
大
学
の
一
六
名
（
う
ち
現

役
･
一
〇
〇
回
生
＝
九
名
）
合
格
は
、
手
元
の
資
料
の
確

認
で
は
一
九
七
七
年
度
以
来
の
合
格
者
数
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
大
阪
大
学
の
一
四
名
（
う
ち
現
役
･
一
〇
〇
回

生
＝
一
四
名
）
合
格
も
見
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
受
験
生
の
安
全
志
向
や
過
年
度
生
の
減
少
も
あ
っ

て
、
東
京
大
学
は
三
名
（
う
ち
現
役
･
一
〇
〇
回
生
＝
一

名
）
合
格
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

◆
二
〇
二
六
年
度
入
試
に
向
け
て
◆

　二
〇
二
六
年
度
の
大
学
入
試
で
も
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
問
わ
れ
方
や
難
易
度
の
変
化
、
関
東
の
私
立
大
学

の
年
内
入
試
―
―
学
科
試
験
を
中
心
に
据
え
た
推
薦
型
選

抜
・
総
合
型
選
抜
の
こ
と
。
昨
年
度
初
め
て
関
東
の
主
要

大
学
が
実
施
し
た
―
―
等
、
様
々
な
動
き
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
春
受
験
に
臨
む
一
〇
一
回
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
高
校
二
年
生
以
下
す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ
て
や
や
落

ち
着
か
な
い
環
境
と
な
り
そ
う
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、

自
身
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
自
身
の
力
で
己
の
学

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
力
が
、
よ
り
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

進学計過現国立大学

進学計過現公立大学 進学計過現短大・大学校・海外大など

2
1
1
2
1
2
1
1
1

2
1
1
1
1
1
3
4
1
1
3
9
14
4
1

15
7
1
2
3
7
15
6
1
2
1
1
1

121
129

2

1

1

7

3

1
3
1

1
2

6

28
32

2
1
1
2
1
2
1
3
1
1
2
1
1
1
2
1
3
4
1
1
3
16
14
7
1
1
18
8
1
3
5
7
21
6
1
2
1
1
1

149
161

1
1
1
2
1
2
1
3
1
1
2
1
1
1
1

2
4
1
1
2
16
14
7
1
1
17
8

3
4
7
21
6
1
2

1
139
149

北海道大
北海道教育大
東北大
筑波大
群馬大
埼玉大
千葉大
東京大
東京外国語大
電気通信大
一橋大
東京海洋大
横浜国立大
新潟大
山梨大
信州大
静岡大
名古屋大
名古屋工業大
三重大
滋賀大
京都大
大阪大
神戸大
鳥取大
島根大
岡山大
広島大
山口大
徳島大
香川大
愛媛大
高知大
九州大
佐賀大
長崎大
熊本大
大分大
宮崎大
　　　 計
　   昨　　年

福岡大
立命館アジア太平洋大
　　　 計
　　昨　　年

1
1

435
513

181
166

1
1

616
679

102
109

短大など
防衛大学校
防衛医科大学校
気象大学校
Pacific Lutheran University
West Virginia Wesleyan College
Keene State College
Northwest Missouri State University
Buena Vista University
The University of York

1
2
2
1
1
1
1
1
1

3

1

4
2
2
1
1
1
1
1
1
1

2

1
1
1

1

中央大
東京医科大
東京薬科大
東京理科大
東洋大
日本大
日本歯科大
法政大
武蔵野美術大
明治大
明治学院大
明治薬科大
立教大
早稲田大
麻布大
聖マリアンナ医科大
金沢医科大
朝日大
静岡理工科大
愛知医科大
愛知学院大
中京大
名古屋芸術大
藤田医科大
名城大
豊田工業大
名古屋造形大
成安造形大
京都外国語大
京都産業大
京都美術工芸大
京都薬科大
京都橘大
同志社大
同志社女子大
立命館大
龍谷大
大阪医科薬科大
大阪工業大
大阪歯科大
大阪体育大
追手門学院大
関西大
関西医科大
関西外国語大
近畿大
関西学院大
甲南大
神戸学院大
神戸薬科大
兵庫医科大
奈良大
岡山理科大
就実大
広島修道大
福山大
安田女子大
四国大
徳島文理大
松山大
産業医科大

5
2
1
5

3
3
3
1
16
1
1
9
7
1

1
2

2
1
1

1

1
1
3
1
8
2
44

44
20
4
4
3
1
2
35
4
1
68
59
3
2
6
2
1
2
1

2

1
3
4

4

3
1
1
2
4

10
2

5
4

1
1

1
1

1

1
1

4

1
11
1
13
19
3

2

27
14
1
7
2

1
1
1

2
3
1

9
2
1
8
1
4
5
7
1
26
3
1
14
11
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
7
1
8
3
55
1
57
39
7
4
3
1
2
37
4
1
95
73
4
9
8
2
1
2
1
1
3
1
1
5
7
1

1

1

3
2

1
2

4
7

1
1

1

1

1
4

14

8
4
4

1

4
2

7
5

1

2

1

2
1

酪農学園大
自治医科大
埼玉医科大
千葉工業大
東京歯科大
青山学院大
亜細亜大
学習院大
北里大
慶應義塾大
國學院大
駒澤大
芝浦工業大
順天堂大
上智大
昭和医科大
昭和薬科大
成蹊大

1

1
5
1
1
1
8
2
1
1
3
7
1
2

2
3
1
2

3

1
6

1

4

1

2
4
1
2
1
8
1
1
2
14
2
2
1
3
11
1
2
1

2

1

1

6

1

2
2
1

秋田県立大
国際教養大
高崎経済大
東京都立大
横浜市立大
神奈川県立保健福祉大
長野県立大
静岡文化芸術大
名古屋市立大
京都市立芸術大
京都府立大
大阪公立大
神戸市外国語大
兵庫県立大
奈良県立大
岡山県立大
広島市立大
下関市立大
山口東京理科大
高知県立大
高知工科大
北九州市立大
九州歯科大
　　　 計
　　昨　　年　　　　　　　　　　　　　　　　

1
1
2
4
1
1
1

1
2
8
3
1
1
1
1
1
1
3
5
1
1
41
31

2
1

1
1

3

1

2

2
13
8

1
1
2
6
2
1
1
1
1
1
2
11
3
1
1
1
2
1
3
3
5
1
3
54
39

1
1

4
2
1

1
1
1
2
9
3

1
2
1
1
3
4
1
3
42
27
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〈経歴〉
1972年　土佐高校卒業
1977年　中央大学法学部卒業後、　
　　　　 法務省入省（高知刑務所）
その後、盛岡少年刑務所長、法務省矯
正局総務課国際企画官、法務省矯正
局参事官、法務省大臣官房参事官（矯
正担当）、法務省矯正局総務課長など
を務める
2011年　法務省大臣官房審議官　　
　　　　（矯正局担当）
2013年１月　法務省矯正局長
2014年12月　退官
現在　一般社団法人更生支援事業団
　　　代表理事
　　　高知リハビリテーション専門職
　　　大学客員教授　ほか
〈主な著書〉
『新しい刑務所のかたち
  未来を切り拓くＰＦＩ刑務所の挑戦』
（小学館集英社プロダクション、2012年７月）
『刑務官へのエール～法務省“刑務官”
局長のひとりごと』
（廣済堂出版、2014年11月）
『日本の矯正・保護を動かす「外の力」
とは』（編著・成文堂、2022年10月）

刑務所内（受刑者が作業中）

2013年2月14日読売新聞朝刊「顔」

潮江天満宮楼門に座る「看督長」

『
塀
の
中
』
と
い
う
職
場
で（

47
回
生
）

西
田 

博

　覚
悟
も
な
く
刑
務
官
に

　
就
職
も
内
定
し
て
の
ん
き
に
東
京
で
過

ご
し
て
い
た
大
学
４
年
の
秋
、
急
遽
、
家

庭
の
事
情
で
高
知
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
う
就
職
口
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

覚
悟
も
志
望
も
な
い
ま
ま
刑
務
官
と
な
っ

て
、
翌
年
４
月
か
ら「
塀
の
中
」高
知
刑

務
所
が
職
場
と
な
り
ま
し
た
。
刑
務
官

に
は
警
察
官
以
上
に
厳
格
な
階
級
が
あ
り

ま
す
。
怖
い
上
司
か
ら
言
わ
れ
て
抗
ら
え

ず
、
１
年
目
か
ら
昇
任
・
昇
格
の
た
め
の

試
験
、
研
修
を
順
次
受
け
る
羽
目
に
な

り
、
高
知
刑
務
所
で
の
３
年
目
の
２
月
、

最
終
段
階
と
な
る
研
修
を
終
え
て
帰
庁
す

る
と
、
４
月
１
日
付
け
で
の
法
務
省（
本

省
）へ
の
転
勤
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
高

知
で
生
活
を
す
る
た
め
に
刑
務
官
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
高
知
刑
務
所
で
の
勤
務

は
、
わ
ず
か
３
年
、
毎
年
研
修
に
行
っ
て

い
た
の
で
、
実
質
的
に
は
約
１
年
半
と
い

う
中
途
半
端
な
も
の
で
し
た
。
法
務
省
へ

転
勤
後
、
３
回
だ
け
楽
し
い
地
方
勤
務
が

あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
38
年
の
公
務
員

生
活
で
、
現
場
勤
務
は
７
年
だ
け
、
31
年

を
法
務
省
矯
正
局
と
法
務
大
臣
官
房
で
過

ご
し
ま
し
た
。
矯
正
局
は
刑
務
所
な
ど
の

刑
事
施
設
や
少
年
院
と
い
っ
た「
塀
の

中
」を
所
管
す
る
部
局
で
す
、
そ
こ
に
通

算
20
年
在
籍
し
、
矯
正
局
長
で
退
官
し
ま

し
た
。

　テ
ー
マ
は
職
員
の

　
　
　
　
　執
務
環
境
の
改
善

　
刑
務
所（
刑
事
施
設
）は
、
刑
務
支
所
、

拘
置
支
所
を
含
め
る
と
北
は
北
海
道
名
寄

市
か
ら
南
は
沖
縄
県
石
垣
市
ま
で
全
国
に

１
７
３
庁
あ
っ
て
、
現
在
、
受
刑
者
な
ど

収
容
人
員
は
約
４
万
人
、
刑
務
官
を
含
む

職
員
数
１
万
９
千
７
百
人
の
組
織
で
す
。

退
官
す
る
頃
の
収
容
人
員
は
約
８
万
人
と

過
剰
収
容
で
し
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
減
り

ま
し
た
し
、
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
50
年

前
に
高
知
刑
務
所
で
あ
っ
た
も
の
を
最
後

に
殉
職
も
な
く
、
気
は
抜
け
な
い
も
の

の
、
逃
走
、
騒
擾
な
ど
も
少
な
い
平
穏
な

刑
務
所
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
報
道
さ
れ

ま
す
が
、
当
時
、「
塀
の
中
」の
情
報
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
学
生
気
分
の
ま
ま
刑
務
官

と
な
っ
た
私
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
刑
務
官
の
執

務
環
境
は
劣
悪
で
、
例
え
ば
、
警
備
服
な

ど
制
服
は
貸
与
さ
れ
ま
す
が
、
新
品
で
は

な
く
、
洗
濯
さ
れ
て
清
潔
で
は
あ
る
も
の

の
、
だ
れ
か
の
お
古
で
し
た
し
、
人
員
不

足
も
あ
っ
て
か
、
長
時
間
の
超
過
勤
務
は

あ
た
り
ま
え
、
年
次（
有
給
）休
暇
も
ほ
と

ん
ど
取
れ
ず
、
正
に「
ブ
ラ
ッ
ク
」、
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
過
酷
な
職
場
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
法
務
省
へ
異
動
し
て

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
知
っ
た
の
は
、
刑

務
官
が
退
職
後
に
受
け
取
る
年
金
の
受
給

期
間
が
他
と
比
べ
て
短
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
つ
ま
り
、
退
職
し
て
早
く
亡
く
な

る
職
員
が
多
い
わ
け
で
す
。
私
に
は
大
き

な
衝
撃
で
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
法
務
省
に
異
動

に
な
っ
て
以
降
、
私
の
テ
ー
マ
は
刑
務

官
な
ど
職
員
の
執
務
環
境
の
改
善
で
し

た
。
予
算
要
求
担
当
だ
っ
た
30
歳
代
、

職
員
の
負
担
軽
減
を
し
よ
う
と
業
務
の
民

間
委
託
を
初
め
て
予
算
化
し
て
批
判
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
約
20
年

前
、
受
刑
者
が
急
増
し
て
超
過
剰
収
容
と

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　楽
し
か
っ
た
公
務
員

　
　
　
　
　（
刑
務
官
）生
活

　
矯
正
局
長
に
な
っ
て
、
衆
・
参
法
務
委

員
会
な
ど
国
会
に
も
数
え
き
れ
な
い
く
ら

い
呼
ば
れ
て
答
弁
し
ま
し
た
。
法
案
審
議

の
と
き
も
事
故
が
あ
っ
て
お
叱
り
を
受
け

る
と
き
も
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
、
連
夜
の
国
会
対

応
で
矯
正
局
内
が
消
耗
し
て
い
る
と
き
で

も
、
新
規
施
策
を
持
ち
出
し
て
は
口
癖
の

「
す
ぐ
や
ろ
う
！
」「
自
分
も
や
る
！
」
と

言
い
出
し
、
思
考
回
路
の
違
う
「
変
な
」

局
長
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
考
え
て
み

る
と
、
こ
の「
変
な
」は
、
生
来
の
性
格
に

加
え
て
、
自
由
闊
達
な
校
風
を
持
つ
土
佐

高
で
多
感
な
時
期
を
過
ご
し
た
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
は
、
刑
務
所
に
関
わ
る
ニ
ッ

チ
な
だ
れ
も
気
に
留
め
な
い
こ
と
に
魅
か

れ
ま
し
た
。
徳
川
将
軍
休
憩
所

跡
に
東
京
拘
置
所
、
伊
達
政
宗

別
邸
跡
に
宮
城
刑
務
所
と
刑
務

所
は
旧
跡
に
あ
る
も
の
が
多
く

面
白
い
史
話
が
あ
る
、
受
刑
者

が
使
う「
塀
の
中
」の
隠
語
、
俗

語
に
も
方
言
の
よ
う
な
地
方
色

が
あ
る
、「
塀
の
中
」に
は
偉
人
の

直
筆
の
書
や
絵
な
ど「
お
宝
」が

数
多
く
あ
る
、
明
治
に
な
っ
て

東
の
京「
東
京
」が
で
き
た
よ
う

に
北
海
道
に
北
の
京
「
北
京

（
ほ
っ
き
ょ
う
）」を
置
く
構
想
が
あ
っ

て
、
当
時
の
刑
務
所
「
集
治
監
」
が
関

わ
っ
た…
な
ど
。
確
か
に
「
変
な
」
公
務

員
で
し
た
が
、
苦
労
し
な
が
ら
も
、
楽
し

い
時
間
を「
塀
の
中
」と
と
も
に
過
ご
せ

ま
し
た
。

　
最
後
に
身
近
に
あ
る
刑
務
所
ニ
ッ
チ

を
一
つ
。
土
佐
高
か
ら
少
し
歩
く
と
潮

江
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
楼
門
に

は
「
看
督
長（
か
ど
の
お
さ
）」
と
呼
ば
れ

る
平
安
時
代
の
役
人
が
座
っ
て
い
ま
す
。

看
督
長
は
、
検
非
違
使
庁
に
所
属
し
て
犯

罪
者
の
逮
捕
や「
獄
」の
管
理
を
行
っ
た

刑
務
官
の
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
も
の
で

す
。
当
時
、
犯
罪
は「
穢
れ
」で
、
そ
れ
を

祓
う
の
も
看
督
長
の
仕
事
で
し
た
か
ら
、

楼
門
に
座
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
太
宰
府
天
満
宮
、
香
取
神
宮
、
日
光

東
照
宮
陽
明
門
な
ど
各
地
の
楼
門
に
も
刑

務
官
の
ル
ー
ツ
は
座
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
す
る
P
F
I
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
）
手
法
に
よ
る
刑
務
所
運
営
事
業

（
官
民
協
働
刑
務
所
）の
検
討
が
始
ま
っ

て
、
上
司
か
ら「
や
り
た
い
よ
う
に
や

れ
！
」と
言
わ
れ
て
実
施
責
任
者
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
つ
も
私
の
頭
に
は
職
員
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
６
月
、
１
１

８
年
ぶ
り
の
制
度
改
正
が
あ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
懲
役
刑
、
禁
錮
刑
に
替
わ
る「
拘

禁
刑
」が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、現
在
、

「
改
善
更
生
」「
再
犯
防
止
」と
い
っ
た
受

刑
者
処
遇
の
こ
と
ば
か
り
が
論
議
さ
れ
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
行

う
の
は
、
外
部
有
識
者
で
も
法
務
省
の
幹

部
で
も
な
く
、
現
場
で
勤
務
す
る
職
員
で

す
。
よ
り
良
い
受
刑
者
処
遇
を
行
う
た
め

に
は
、
現
場
職
員
の
執
務
能
力
の
向
上
、

執
務
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
こ
と
に
も
関

心
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
時
々
、
職
員
の
中
に
不
祥
事
を
起

こ
す
不
心
得
者
が
出
る
よ
う
で
す
が
、
１

万
９
千
７
百
人
の
ほ
と
ん
ど
は
決
し
て
楽

で
は
な
い
職
務
に
ま
じ
め
に
就
い
て
い
ま

す
。
直
接
受
刑
者
と
接
し
処
遇
に
汗
を
か

い
て
い
る
彼
ら
に
ま
ず
は
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　刑
務
所
は
身
近
な

　
　
　
　
　頼
り
に
な
る
存
在

　
刑
務
所
は
、
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
な

が
ら
も
治
安
が
悪
く
な
る
な
ど
と
言
わ

れ
て「
迷
惑
施
設
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
警
視
庁
の
犯
罪
発
生
マ
ッ
プ

で
も
わ
か
る
よ
う
に
周
辺
の
治
安
は
と
て

も
良
い
し
、
災
害
時
に
は
頼
り
に
な
る
施

設
で
も
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
高
知
刑
務
所
が
高
知
市
の
緊

急
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
全
国
の

多
く
の
自
治
体
が
刑
務
所
と
災
害
時
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
し
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
な
ど
大
き
な
災
害
時
に
は
、
多

く
の
被
災
者
が
刑
務
所

に
避
難
し
ま
し
た
。
刑

務
所
は
、
柔
剣
道
の
道

場
や
職
員
待
機
所
な
ど

避
難
で
き
る
建
物
が
あ

り
、
非
常
食
や
必
要
資

材
も
あ
っ
て
災
害
時
に

は
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
存
在
で
も

あ
る
こ
と
を
地
元
住
民

の
一
員
で
も
あ
る
職
員

や
そ
の
家
族
の
た
め
に

〈12〉
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刑務所内（受刑者が作業中）

2013年2月14日読売新聞朝刊「顔」

潮江天満宮楼門に座る「看督長」

『
塀
の
中
』
と
い
う
職
場
で（

47
回
生
）

西
田 

博

　覚
悟
も
な
く
刑
務
官
に

　
就
職
も
内
定
し
て
の
ん
き
に
東
京
で
過

ご
し
て
い
た
大
学
４
年
の
秋
、
急
遽
、
家

庭
の
事
情
で
高
知
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
う
就
職
口
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

覚
悟
も
志
望
も
な
い
ま
ま
刑
務
官
と
な
っ

て
、
翌
年
４
月
か
ら「
塀
の
中
」高
知
刑

務
所
が
職
場
と
な
り
ま
し
た
。
刑
務
官

に
は
警
察
官
以
上
に
厳
格
な
階
級
が
あ
り

ま
す
。
怖
い
上
司
か
ら
言
わ
れ
て
抗
ら
え

ず
、
１
年
目
か
ら
昇
任
・
昇
格
の
た
め
の

試
験
、
研
修
を
順
次
受
け
る
羽
目
に
な

り
、
高
知
刑
務
所
で
の
３
年
目
の
２
月
、

最
終
段
階
と
な
る
研
修
を
終
え
て
帰
庁
す

る
と
、
４
月
１
日
付
け
で
の
法
務
省（
本

省
）へ
の
転
勤
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
高

知
で
生
活
を
す
る
た
め
に
刑
務
官
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
高
知
刑
務
所
で
の
勤
務

は
、
わ
ず
か
３
年
、
毎
年
研
修
に
行
っ
て

い
た
の
で
、
実
質
的
に
は
約
１
年
半
と
い

う
中
途
半
端
な
も
の
で
し
た
。
法
務
省
へ

転
勤
後
、
３
回
だ
け
楽
し
い
地
方
勤
務
が

あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
38
年
の
公
務
員

生
活
で
、
現
場
勤
務
は
７
年
だ
け
、
31
年

を
法
務
省
矯
正
局
と
法
務
大
臣
官
房
で
過

ご
し
ま
し
た
。
矯
正
局
は
刑
務
所
な
ど
の

刑
事
施
設
や
少
年
院
と
い
っ
た「
塀
の

中
」を
所
管
す
る
部
局
で
す
、
そ
こ
に
通

算
20
年
在
籍
し
、
矯
正
局
長
で
退
官
し
ま

し
た
。

　テ
ー
マ
は
職
員
の

　
　
　
　
　執
務
環
境
の
改
善

　
刑
務
所（
刑
事
施
設
）は
、
刑
務
支
所
、

拘
置
支
所
を
含
め
る
と
北
は
北
海
道
名
寄

市
か
ら
南
は
沖
縄
県
石
垣
市
ま
で
全
国
に

１
７
３
庁
あ
っ
て
、
現
在
、
受
刑
者
な
ど

収
容
人
員
は
約
４
万
人
、
刑
務
官
を
含
む

職
員
数
１
万
９
千
７
百
人
の
組
織
で
す
。

退
官
す
る
頃
の
収
容
人
員
は
約
８
万
人
と

過
剰
収
容
で
し
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
減
り

ま
し
た
し
、
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
50
年

前
に
高
知
刑
務
所
で
あ
っ
た
も
の
を
最
後

に
殉
職
も
な
く
、
気
は
抜
け
な
い
も
の

の
、
逃
走
、
騒
擾
な
ど
も
少
な
い
平
穏
な

刑
務
所
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
報
道
さ
れ

ま
す
が
、
当
時
、「
塀
の
中
」の
情
報
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
学
生
気
分
の
ま
ま
刑
務
官

と
な
っ
た
私
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
刑
務
官
の
執

務
環
境
は
劣
悪
で
、
例
え
ば
、
警
備
服
な

ど
制
服
は
貸
与
さ
れ
ま
す
が
、
新
品
で
は

な
く
、
洗
濯
さ
れ
て
清
潔
で
は
あ
る
も
の

の
、
だ
れ
か
の
お
古
で
し
た
し
、
人
員
不

足
も
あ
っ
て
か
、
長
時
間
の
超
過
勤
務
は

あ
た
り
ま
え
、
年
次（
有
給
）休
暇
も
ほ
と

ん
ど
取
れ
ず
、
正
に「
ブ
ラ
ッ
ク
」、
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
過
酷
な
職
場
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
法
務
省
へ
異
動
し
て

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
知
っ
た
の
は
、
刑

務
官
が
退
職
後
に
受
け
取
る
年
金
の
受
給

期
間
が
他
と
比
べ
て
短
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
つ
ま
り
、
退
職
し
て
早
く
亡
く
な

る
職
員
が
多
い
わ
け
で
す
。
私
に
は
大
き

な
衝
撃
で
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
法
務
省
に
異
動

に
な
っ
て
以
降
、
私
の
テ
ー
マ
は
刑
務

官
な
ど
職
員
の
執
務
環
境
の
改
善
で
し

た
。
予
算
要
求
担
当
だ
っ
た
30
歳
代
、

職
員
の
負
担
軽
減
を
し
よ
う
と
業
務
の
民

間
委
託
を
初
め
て
予
算
化
し
て
批
判
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
約
20
年

前
、
受
刑
者
が
急
増
し
て
超
過
剰
収
容
と

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　楽
し
か
っ
た
公
務
員

　
　
　
　
　（
刑
務
官
）生
活

　
矯
正
局
長
に
な
っ
て
、
衆
・
参
法
務
委

員
会
な
ど
国
会
に
も
数
え
き
れ
な
い
く
ら

い
呼
ば
れ
て
答
弁
し
ま
し
た
。
法
案
審
議

の
と
き
も
事
故
が
あ
っ
て
お
叱
り
を
受
け

る
と
き
も
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
、
連
夜
の
国
会
対

応
で
矯
正
局
内
が
消
耗
し
て
い
る
と
き
で

も
、
新
規
施
策
を
持
ち
出
し
て
は
口
癖
の

「
す
ぐ
や
ろ
う
！
」「
自
分
も
や
る
！
」
と

言
い
出
し
、
思
考
回
路
の
違
う
「
変
な
」

局
長
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
考
え
て
み

る
と
、
こ
の「
変
な
」は
、
生
来
の
性
格
に

加
え
て
、
自
由
闊
達
な
校
風
を
持
つ
土
佐

高
で
多
感
な
時
期
を
過
ご
し
た
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
は
、
刑
務
所
に
関
わ
る
ニ
ッ

チ
な
だ
れ
も
気
に
留
め
な
い
こ
と
に
魅
か

れ
ま
し
た
。
徳
川
将
軍
休
憩
所

跡
に
東
京
拘
置
所
、
伊
達
政
宗

別
邸
跡
に
宮
城
刑
務
所
と
刑
務

所
は
旧
跡
に
あ
る
も
の
が
多
く

面
白
い
史
話
が
あ
る
、
受
刑
者

が
使
う「
塀
の
中
」の
隠
語
、
俗

語
に
も
方
言
の
よ
う
な
地
方
色

が
あ
る
、「
塀
の
中
」に
は
偉
人
の

直
筆
の
書
や
絵
な
ど「
お
宝
」が

数
多
く
あ
る
、
明
治
に
な
っ
て

東
の
京「
東
京
」が
で
き
た
よ
う

に
北
海
道
に
北
の
京
「
北
京

（
ほ
っ
き
ょ
う
）」を
置
く
構
想
が
あ
っ

て
、
当
時
の
刑
務
所
「
集
治
監
」
が
関

わ
っ
た…

な
ど
。
確
か
に
「
変
な
」
公
務

員
で
し
た
が
、
苦
労
し
な
が
ら
も
、
楽
し

い
時
間
を「
塀
の
中
」と
と
も
に
過
ご
せ

ま
し
た
。

　
最
後
に
身
近
に
あ
る
刑
務
所
ニ
ッ
チ

を
一
つ
。
土
佐
高
か
ら
少
し
歩
く
と
潮

江
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
楼
門
に

は
「
看
督
長（
か
ど
の
お
さ
）」
と
呼
ば
れ

る
平
安
時
代
の
役
人
が
座
っ
て
い
ま
す
。

看
督
長
は
、
検
非
違
使
庁
に
所
属
し
て
犯

罪
者
の
逮
捕
や「
獄
」の
管
理
を
行
っ
た

刑
務
官
の
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
も
の
で

す
。
当
時
、
犯
罪
は「
穢
れ
」で
、
そ
れ
を

祓
う
の
も
看
督
長
の
仕
事
で
し
た
か
ら
、

楼
門
に
座
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
太
宰
府
天
満
宮
、
香
取
神
宮
、
日
光

東
照
宮
陽
明
門
な
ど
各
地
の
楼
門
に
も
刑

務
官
の
ル
ー
ツ
は
座
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
す
る
P
F
I
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
）
手
法
に
よ
る
刑
務
所
運
営
事
業

（
官
民
協
働
刑
務
所
）の
検
討
が
始
ま
っ

て
、
上
司
か
ら「
や
り
た
い
よ
う
に
や

れ
！
」と
言
わ
れ
て
実
施
責
任
者
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
つ
も
私
の
頭
に
は
職
員
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
６
月
、
１
１

８
年
ぶ
り
の
制
度
改
正
が
あ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
懲
役
刑
、
禁
錮
刑
に
替
わ
る「
拘

禁
刑
」が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、現
在
、

「
改
善
更
生
」「
再
犯
防
止
」と
い
っ
た
受

刑
者
処
遇
の
こ
と
ば
か
り
が
論
議
さ
れ
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
行

う
の
は
、
外
部
有
識
者
で
も
法
務
省
の
幹

部
で
も
な
く
、
現
場
で
勤
務
す
る
職
員
で

す
。
よ
り
良
い
受
刑
者
処
遇
を
行
う
た
め

に
は
、
現
場
職
員
の
執
務
能
力
の
向
上
、

執
務
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
こ
と
に
も
関

心
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
時
々
、
職
員
の
中
に
不
祥
事
を
起

こ
す
不
心
得
者
が
出
る
よ
う
で
す
が
、
１

万
９
千
７
百
人
の
ほ
と
ん
ど
は
決
し
て
楽

で
は
な
い
職
務
に
ま
じ
め
に
就
い
て
い
ま

す
。
直
接
受
刑
者
と
接
し
処
遇
に
汗
を
か

い
て
い
る
彼
ら
に
ま
ず
は
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　刑
務
所
は
身
近
な

　
　
　
　
　頼
り
に
な
る
存
在

　
刑
務
所
は
、
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
な

が
ら
も
治
安
が
悪
く
な
る
な
ど
と
言
わ

れ
て「
迷
惑
施
設
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
警
視
庁
の
犯
罪
発
生
マ
ッ
プ

で
も
わ
か
る
よ
う
に
周
辺
の
治
安
は
と
て

も
良
い
し
、
災
害
時
に
は
頼
り
に
な
る
施

設
で
も
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
高
知
刑
務
所
が
高
知
市
の
緊

急
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
全
国
の

多
く
の
自
治
体
が
刑
務
所
と
災
害
時
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
し
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
な
ど
大
き
な
災
害
時
に
は
、
多

く
の
被
災
者
が
刑
務
所

に
避
難
し
ま
し
た
。
刑

務
所
は
、
柔
剣
道
の
道

場
や
職
員
待
機
所
な
ど

避
難
で
き
る
建
物
が
あ

り
、
非
常
食
や
必
要
資

材
も
あ
っ
て
災
害
時
に

は
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
存
在
で
も

あ
る
こ
と
を
地
元
住
民

の
一
員
で
も
あ
る
職
員

や
そ
の
家
族
の
た
め
に
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今
年
は
全
国
的
に
猛
暑
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
北
海
道
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
州
に
比
べ
れ

ば
ま
し
だ
と
思
い
ま
す
が
以
前
と
比
べ
る
と
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
９
月
初
め
に
道
東
に
出
張
し
た
の
で

す
が
最
高
気
温
が
30
℃
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
だ
30
℃
か

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
こ
に
出
張
に
行
き

始
め
た
35
年
ほ
ど
前
は
８
月
上
旬
で
も
天
気
が
悪
い
と

夜
に
は
気
温
が
10
℃
を
切
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ト
ー
ブ

を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
北
海
道
支
部
の
基
本
的
な
活
動
は
、
秋
に
開

催
し
て
い
る
支
部
総
会
と
支
部
便
り
の
寄
稿
で
し
た

が
、CO

V
ID

─

19
の
影
響
で
総
会
は
２
０
１
９
年
度
か

ら
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
は
な
ん
と
か

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
役
員
に
つ
い
て
は
も
う
１
年

間
、
現
在
の
体
制
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
改
選
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
総
会
は
12
月

14
日
に
ホ
テ
ル
日
航
札

で
開
催
し
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
、学
校
よ
り
濵

田
校
長
先
生
、同
窓
会
本

部
よ
り
正
木
副
幹
事
長
、

千
頭
様
、関
東
支
部
よ
り

浦
田
事
務
局
長
、東
海

支
部
よ
り
前
田
支
部
長
、

広
島
支
部
よ
り
藤
川
事

務
局
長
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。北
海
道

支
部
か
ら
の
11
名
と
合

わ
せ
て
17
名
で
の
開
催

と
な
り
、久
し
ぶ
り
に
楽

し
い
懇
親
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
北
海
道
支
部
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
転
勤
、
進
学
な
ど

で
北
海
道
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
是

非
北
海
道
支
部
ま
で
連
絡
を
下
さ
い
。
本
部
を
通
し
て

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

関
東
支
部
総
会
・
記
念
講
演
を
Z
o
o
m
配
信

　

２
０
２
５
年
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
関
東
支
部
総

会
と
記
念
講
演
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Z
o
o
m
配
信

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ゲ
リ
ラ
的
に
総
会
だ
け
を
配

信
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
正
規
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

配
信
で
き
ま
し
た
。

　

Z
o
o
m
配
信
の
招
待
U
R
L
は
、
卒
業
回
、
卒

業
年
、
卒
業
時
の
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
ス
担
任
の
名
前
を
入

力
し
て
貰
っ
て
、
同
窓
会
本
部
か
ら
い
た
だ
い
た
デ
ー

タ
と
照
合
し
て
合
っ
て
い
れ
ば
、
Q
R
コ
ー
ド
と
一

緒
に
U
R
L
を
ペ
ー
ジ
に
表
示
し
、
希
望
が
あ
れ
ば

メ
ー
ル
で
送
信
す
る
と
い
う
ア
プ
リ
を
組
ん
で
配
信
希

望
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
当
日
朝
、
関
東
支

部
の
筆
山
会
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
招
待
U
R
L
を

送
信
し
ま
し
た
。

　

総
会
や
講
演
を
配
信
す
る
と
き
に
難
し
い
問
題
は
音

声
の
取
り
込
み
で
す
が
、
今
回
は
会
場
の
日
本
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
10
階
ホ
ー
ル

の
音
声
シ
ス
テ
ム
か
ら

直
接
取
り
込
む
こ
と
で

解
決
で
き
ま
し
た
。
取

り
込
む
た
め
の
費
用
は

「
５
の
会
」
の
皆
様
に

会
場
費
用
に
組
み
込
ん

で
い
た
だ
き
ま
こ
と
に

助
か
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
は
、
特
別
講
演
の

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
配
信
を
し
よ
う
と
同
窓
会
本
部
に
持
ち
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
65
回
生
の
川
島
拓
さ
ん
が
、
筆
山
ホ
ー

ル
講
演
会
をY

outube

で
限
定
ラ
イ
ブ
配
信
を
し
て

下
さ
り
、
55
回
生
の
森
岡
浩
さ
ん
の
講
演
を
楽
し
く
視

聴
で
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

配
信
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
２
０
２
６
年
に
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
大

会
で
使
用
さ
れ
る
会
場
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
メ

イ
ン
会
場
に
な
る
名
古
屋

市
瑞
穂
陸
上
競
技
場
の
建

設
も
外
観
は
ほ
ぼ
出
来
上

が
っ
て
お
り
観
客
席
の
設

置
も
終
り
、
全
観
客
席
に

屋
根
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
や

芝
生
の
整
備
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
収
容
人
数
は

３
万
人
と
な
り
ア
ジ
ア
大

会
後
は
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ

ス
の
ホ
ー
ム
競
技
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
写
真
参
照
）

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
５
月
に
は
ア
ジ
ア
大
会
で
柔
道

や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
愛
知
国
際
ア
リ
ー

ナ
（
I
G
ア
リ
ー
ナ
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
収
容
人

数
は
1
7
、0
0
0
人
で
既
に
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
大

相
撲
名
古
屋
場
所
の
会
場
と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

I
G
ア
リ
ー
ナ
は
よ
く
言
わ
れ
る
名
古
屋
飛
ば
し
（
全

国
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が
名
古
屋
市
周
辺
で

開
催
さ
れ
な
い
）
へ
の
切
り
札
と
も
言
わ
れ
て
お
り
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
支
部
で
は
例
年
５
月
に
総
会
、
秋
に
懇
親
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
開
催
時
期
の
関
係
で
総
会
の

連
絡
を
新
卒
生
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

年
か
ら
総
会
を
秋
に
開
催
し
、
懇
親
会
を
先
に
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
30
日
（
土
）
に
名
古
屋

駅
前
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
土
佐
料
理
の
お
店
の
「
藁

と
瓶　

赤
星
カ
ツ
ヲ
」
に
て
開
催
さ
れ
た
東
海
支
部
懇

親
会
に
は
25
名
が
参
加
し
、
新
卒
生
（
１
０
０
回
生
）

も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
の
運
営
に
も
若
手

が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
93
回
生
の
紺
野（
大
黒
）由
貴

で
す
。

　

26
歳
の
下
っ
端
支
部
幹
事
で
す
が
、
先
輩
方
が
「
期

待
の
新
人
！
」
と
何
か
と
持
ち
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
い

い
気
分
に
な
っ
た
勢
い
で
向
陽
の
支
部
だ
よ
り
の
執
筆

に
立
候
補
し
て
し
ま
っ
た

次
第
で
す
。

　

今
年
の
６
月
８
日
の

関
西
支
部
同
窓
会
は
、

１
０
０
名
を
超
え
る
同
窓

生
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
参
加
者
の

約
３
分
の
１
が
大
学
生
と

非
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
会

で
し
た
。
今
年
度
の
学
事

報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
京
都
大
学
、
大
阪
大

学
合
格
者
が
計
30
名
、
関

関
同
立
合
格
者
が
延
べ

２
２
０
名
と
、
近
年
の
大

学
進
学
は
関
西
志
向
が
強

ま
っ
て
い
る
印
象
で
す
。

若
い
同
窓
生
の
力
も
借
り

2024 年度支部総会で

　
　

北
海
道
支
部

　
　

                

事
務
局
長
　
山
本 

隆
昭（
53
回
生
）

　
　

関
東
支
部

 

関
東
支
部
・
同
窓
会
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当  

筒
井 

康
賢（
41
回
生
）

　
　

東
海
支
部

　
　

                

事
務
局
長
　
瀨
沼 

憲
司（
64
回
生
）

　
　

関
西
支
部

　
　

         

幹
事
　
紺
野（
大
黒
）
由
貴（
93
回
生
）
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な
が
ら
、
関
西
支
部
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
関
西
支
部
幹
事
か
ら
３
名
が
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
の
際
、
卒
後
何

十
年
も
経
つ
先
輩
方
が
歌
詞
を
見
ず
に
歌
わ
れ
て
い
る

姿
を
見
て
衝
撃
を
受
け
、
先
輩
方
の
愛
校
心
の
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
進
学
時
か
ら
京
都
に
住
み
、
８
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
大
学
の
友
人
と
中
高
の
思
い
出
を
話
す

際
、「
部
活
は
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の
生
徒
が
頑
張
る
も
の

で
、精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
」「
運
動
会
は
、

普
通
科
の
学
生
は
さ
し
て
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
話
を
聞
く
こ
と
も
多
く
、
勉
強
も
部
活
も
学
校
行

事
も
全
力
で
取
り
組
め
る
と
い
う
環
境
は
決
し
て
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
、
土
佐
を
卒
業
し
て
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
参
加
に
よ
っ
て
大
好
き

な
母
校
と
繋
が
り
を
持
ち
続
け
、
関
西
支
部
幹
事
と
し

て
「
報
恩
感
謝
」
の
理
念
の
も
と
、
母
校
に
少
し
で
も

恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
務
め
た
い
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
次
回
の
関
西
支
部
同
窓
会
は
６
月
７
日

（
日
）、
難
波
御
堂
筋
ホ
ー
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
・

講
演
会
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
是
非
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
我
が
広
島
で
は
、

新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
続
き
、
三
月
に
は
広
島
駅

ビ
ル
・
ミ
ナ
モ
ア
が
誕
生
。
そ
し
て
な
ん
と
そ
の
二
階

に
、
風
物
詩
で
も
あ
る
路
面
電
車
が
直
結
で
乗
り
入
れ

る
と
い
う
、
全
国
で
も
珍
し
い
光
景
が
八
月
か
ら
新
名

物
と
し
て
加
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
楽
し
い
地
域
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

広
島
の
支
部
総
会
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
土
佐
な
ら
で
は
の
多
彩
な
同
窓
生
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
て
、
講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

昨
年
も
50
回
生
の
松
崎
圭
祐
先
輩
か
ら
腹
水
治
療
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
個
人
的
に
も
興
味
の
あ
る
こ

と
で
し
た
の
で
、
大
変
興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
治
療
が
変

わ
っ
て
い
く
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
感
じ
ら
れ
る
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
で

し
た
。
講
演
後
も
質
疑

応
答
、
懇
親
会
、
と
学

校
、
本
部
、
各
支
部
の

御
来
賓
を
交
え
た
、
土

佐
弁
の
飛
び
交
う
交
流

は
意
義
深
い
も
の
と
な

り
、
こ
れ
こ
そ
が
土
佐

の
つ
な
が
り
の
良
さ
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

広
島
支
部
で
は
、
今

後
も
支
部
総
会
以
外
に

も
同
窓
生
が
集
ま
れ
る

場
と
し
て
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
幅

広
い
世
代
の
会
員
の
参
加
を
促
し
、
土
佐
と
い
う
つ
な

が
り
を
軸
と
し
た
楽
し
さ
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
慣
れ
な
い
中
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

香
川
支
部
は
毎
年
７
月
第
1
週
土
曜
日
に
支
部
総

会
を
開
催
と
決
め
て
い
ま
す
。
今
年
も
７
月
5
日
に
、

高
松
駅
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
来
賓
も
含
め
40
人
で
実

施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
歓
談
中
に
ふ
と
参
加
メ
ン

バ
ー
に
若
い
人
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
て
調
べ
て
み
る

と
、
来
賓
を
除
い
た
平
均
年
齢
は
昨
年
が
53
才
、
今
年

は
50
歳
で
し
た
。
や
は
り
若
返
っ
て
い
ま
し
た
。
同
窓

会
の
今
後
の
継
続
を
考
え
る
と
若
返
り
は
嬉
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
配
者
の
参
加
が
減
っ
て
い
て
さ

み
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
高
松
の
街
は

近
頃
大
き
く
変
貌
し
て

い
ま
す
。
か
つ
て
の
J
R

高
松
駅
付
近
は
高
層
ビ
ル
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

そ
し
て
最
大
１
万
人
収
容

で
き
る
巨
大
な
ア
リ
ー
ナ

が
で
き
て
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
ア
リ
ー
ナ
は
今

年
の
2
月
に
完
成
し
サ
ザ

ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
杮
落
し
と
な

り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
の
変
化
は
、
外
国
人
観

光
客
の
多
さ
で
す
。
例
え

ば
高
松
―
ソ
ウ
ル
間
は
飛

行
機
が
毎
日
２
便
飛
ん
で

い
る
の
で
、
外
国
人
観
光

客
が
多
い
の
は
当
た
り
前

で
す
が
、
栗
林
公
園
な
ど

の
有
名
観
光
地
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
ロ
ー
カ
ル
な
温
泉
に
行
っ
て
も
お
客
さ
ん

の
半
分
は
外
国
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
驚
き
で
す
。
私

も
今
年
は
韓
国
と
台
湾
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
移
動

は
国
内
旅
行
と
同
じ
感
じ
で
海
外
に
気
軽
に
行
け
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
土
佐
高
校
で
も
夏
休
み
を
利
用
し

た
海
外
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
修

は
私
の
時
に
は
な
か
っ
た
で
す
ね
、
羨
ま
し
い
で
す
！

　

世
界
的
な
流
行
病
で
規
模
を
縮
小
し
て
い
た
徳
島
の

阿
波
踊
り
も
、よ
う
や
く
元
の
規
模
、参
加
者
、観
光
客
、

そ
し
て
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

演
舞
場
も
増
え
（
戻
っ
て
?
）、
し
か
も
従
来
は
前
夜

祭
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
8
月
11
日
を
初
日
と

す
る
5
日
間
の
日
程
に
変
わ
り
、
徳
島
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
再
認
識
さ
れ
、
幸
い
雨
も
降
ら
な
か
っ
た

今
年
は
な
か
な
か
の
盛
況
で
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
徳
島
支
部
は
総
会
、
講
演
会
、
懇
親

会
の
場
所
を
J
R
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
変
更

し
て
11
月
30
日
に
行
い
ま
し
た
。
京
都
大
学
名
誉
教
授

の
尾
池
和
夫
先
生
（
34
回
生
）
を
お
招
き
し
、
講
演
会

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
地
震
を
知
っ
て
震
災
に

備
え
る
～
徳
島
の
地
震
予
想
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講

演
は
、
今
住
ん
で

い
る
徳
島
で
の
視

点
に
改
め
て
気
づ

か
せ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
徳
島
支

部
で
は
毎
年
、
総

会
と
懇
親
会
だ
け

で
し
た
の
で
、
講

演
会
を
行
う
の
は

初
め
て
の
試
み
で

し
た
。
尾
池
先
生

の
わ
か
り
や
す
く

あ
り
が
た
い
話
に
は
参
加
者
皆
が
引
き
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
尾
池
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、昨
年
の
総
会
に
て
支
部
長
が
吉
岡
さ
ん
（
50
回
生
）

か
ら
植
田
さ
ん
（
52
回
生
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま

し
た
。
吉
岡
先
輩
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

な
お
、
総
会
、
懇
親
会
に
は
30
名
ほ
ど
の
参
加
者
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
徳
島
は
高
知
か
ら
の
転
勤
族

が
参
加
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
転
勤
で
徳
島

に
来
た
仲
間
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
な
集
い
に
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
度
の
総
会
は
11

月
8
日
（
土
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
徳
島
に
ご
興

味
の
お
あ
り
の
方
、
是
非
、
徳
島
に
も
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
ま
せ
。

　
　

広
島
支
部

　
　

 

事
務
局
長
　
近
森 

正
宗（
72
回
生
）

　
　

香
川
支
部

　
　

                

幹
事
　
森
下 

博（
48
回
生
）

　
　

徳
島
支
部

　
　

                
幹
事
長
　
山
本 

俊
輔（
62
回
生
）
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同
窓
会
本
部
／
各
支
部

　
２
０
２
５
年
５
月
28
日
付
で
、
７
年
半

の
長
き
に
亘
り
母
校
を
導
い
て
下
さ
っ
た

傍
士
銑
太
理
事
長
（
49
回
生
）
が
退
任
さ

れ
、
岡
村
甫
（
32
回
生
）
さ
ん
が
、
新
し

い
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
去
る
９
月
８
日
、
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

新
阪
急
高
知
「
花
の
間
」
に
て
歓
送
迎
会

が
開
催
さ
れ
、
先
生
方
や
理
事
、
評
議

員
、
旧
職
員
、
ま
た
振
興
会
、
同
窓
会
か

ら
沢
山
の
方
々
が
参
集
。
傍
士
前
理
事
長

の
こ
れ
ま
で
の
お
働
き
に
対
し
、
ご
慰
労

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
村
新
理
事
長
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

初
め
て
土
佐
高
野
球
部
か
ら
現
役
で
東
大

に
入
学
さ
れ
た
方
で
す
。
25
年
前
の
創
立

80
周
年
に
あ
た
り
、
当
時
理
事
で
あ
っ
た

宮
地
貫
一
さ
ん
と
共
に
、
土
佐
中
高
の
１

０
０
年
を
考
え
る
「
百
年
委
員
会
」

「
T
S
L
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
役

の
教
職
員
、
理
事
会
・
評
議
員
会
、
振
興

会
、
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
25
年
た
っ
た
２
０
２
５
年
５

月
に
、
理
事
長
と
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
理
事
、
評
議

員
、
保
護
者
、
同
窓
生
と
共
に
土
佐
中
高

の
発
展
に
再
び
寄
与
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
歓
送
迎
会
で
は
、
傍
士
前
理
事
長
と
岡

村
新
理
事
長
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し

新
旧
理
事
長
歓
送
迎
会
開
催　

副
会
長
　
北
村
恵
美
子
（
47
回
生
）

　今年の「向陽」を皆様にお届け出来
る喜びを感じております。
　ホームカミングデー総会の準備、５
年に一度の会員名簿作成関係、そして
「向陽」発刊に向けての作業・・・と、暑
さの中頑張った自分を褒めてあげた
いし、そんな自分を支えて下さった
方々に、感謝の第26号です。100回生
を迎えた今年、今後自分に何が出来る
のか、繋げていけるのかを考えながら
次号の紙面づくりに精進していきま
す。スタッフ募集中です！若い力お貸
しください（笑）

編
集
後
記

て
、
吉
澤
文
次
郎
（
55
回
生
）
さ
ん
が
、
エ
ー
ル

を
送
り
、
ダ
ブ
ル
リ
コ
ー
ダ
ー
で
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ー
チ
」「
賜
物（R
A
D
W

IN
PS

）」
を
演
奏
、

そ
し
て
全
員
で
校
歌
斉
唱
し
て
、
散
会
し
ま
し

た
。

残数わずかです！▲

お申し込みはコチラ
jimukyoku@tosaobog.com

2025年 同窓会名簿

本部会計 千頭　裕（58回生）
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